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緊急情報や行政情報など尾鷲市の情報を随時
配信しています。公式ツイッターもあります！オワセグで最新情報配信中！

　尾鷲小学校 3年生児童が、尾鷲魚市場を見
学しました。水揚げされた魚や競りの様子を
見て、熱心に記録をしていました。

特集　
尾鷲市の財政状況・決算

ウチワエビ

これは旨いで！
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自治体予算が「解
わか

る！」ポイント
                 尾鷲市の財政状況

　広報おわせ７月号の「まちづくりアンケート」でコメントさせていただきました、本市
の財政状況について、市民の皆様に、より解りやすく、ご理解いただけるよう指標となる
ポイント別にまとめましたので、ぜひ、ご一読ください。

ポイント①　財政調整基金 ▶市の預貯金である「財政調整基金」が減少

　地方自治体の財政状況を示す指標は、様々な種類があり、分析方法も多種多様ですが、今回はその中でも「財政調整
基金」に焦点を絞り、説明します。
　歳入歳出額を同額とする自治体予算については、赤字や黒字の概念がなく、年度毎の予算額の増減や規模をみても、
財政状況の判断は難しいと思います。
　「財政調整基金」とは、歳入または歳出の過不足額を同額に整理するための、いわば市の預貯金と考えてください。
　財源に余裕がある場合や決算剰余金が発生した場合には積み立て、経済事情の変動による減収や災害により生じる
予期せぬ支出等が必要な場合は取り崩しを行い、予算の歳入歳出額を同額にしております。
　予算においては、積立額が多く、取崩額が少ない状態が良好な状態で、年度末の基金残高が多いほど財政状況が良い
と言えるでしょう。
　図1を見ると、令和元年度末の財政調整基金の残高は、約8億8千9百万円であり、前年度と比べると約1億6千3百万
円の増加となっていますが、平成27年度と比べると約4億4千9百万円減少していることがわかります。
　また、図２は平成30年度末における東紀州5市町の財政調整基金残高を示しています。
　これを見てもわかるとおり、尾鷲市が最も低い水準にあります。

図１	財政調整基金の推移 図 2	 平成 30年度末残高の比較
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ポイント②　当初予算編成後の残高

　「預貯金が8億円もあれば大丈夫では？」そう思われる人もいるかもしれません。
　しかしながら、毎年の予算を組み立てるにあたり、「年度末残高」と同じくらい、考慮しなければならないことがあり
ます。
　それは「当初予算編成後の残高」です。
　市の当初予算は、前年度の10月から2月の約5カ月間を費やし、予算案を作成しています。
　そのため予算案を作成する時点では、年度末(3月)の基金残高を把握することができず、実際は年度末よりも少ない12
月補正予算後の、確実に確保できている基金残高をもって当初予算を組み立てます。
　これは、当初予算編成後の基金残高が０円（実質の破綻状態）になるなどの事態を、絶対に避けなければならないから
です。
　表１が当初予算編成時の財政調整基金の状況です。当初予算を組むために毎年3億円以上の取崩しを行っている状況
であり、特に令和元年度については、都市計画税余剰金を財政調整基金から都市計画事業基金へ振り替えたことにより、
当初予算編成後は残高が4千万円しか残らず、大変厳しい状況でした。

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度
当初予算編成前残高 958 1,048 883 467 730

基金取崩額 644 613 580 427 331
差引残高 314 435 303 40 399

表１	当初予算編成時の財政調整基金の状況

　本年9月、令和2年度から令和6年度までの財政収支見通しを策定し、公表を行いました。
　これは、今後の収入及び支出について推計を行うもので、結果として、各年度において歳出のベースを抑えるなど、1億
円の削減が必要であると試算しています。持続可能な行政運営を行う為には、これらの取り組みを恒常的に行っていく必
要があり、市民の皆様にとって、より効率・効果の高い事業を選択していく必要があります。
　より豊かな市民生活を目指した、自由度の高い行政運営が、１日も早く実現できるよう、財政健全化にまい進していき
ますので、これまで以上のご理解とご協力をお願いします。

表２	今後５年間の財政収支見通し

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

歳入 6,385,691 6,360,642 6,305,806 6,271,929 6,139,693

歳出 6,946,297 6,732,155 6,789,000 6,868,693 6,778,014

収支 △ 560,606 △ 371,513 △ 483,194 △ 596,764 △ 638,321

調整収支

基金取崩額 560,606 271,513 383,194 496,764 538,321

収支改善目標額 100,000 100,000 100,000 100,000

※当初予算編成後
財政調整基金残高

399,888
( 結果 ) 706,223 677,939 536,085 352,674

（単位：千円）

（単位：百万円）

ポイント③　市税収入（歳入）、公債費（歳出）の増減 ▶令和６年度までは、
   毎年１億円の削減が必要

　なぜこのような状況になっているのか。要因は様々な事が考えられますが、主なものを２つ取り上げます。
　１つは市税収入の減少です。
　人口減少、過疎高齢化や中部電力尾鷲三田火力発電所の廃止などの影響を受け、市税収入は年々減少傾向にあります。
　もう１つは公債費（借金の返済）の増加です。
　東日本大震災以降、小中学校、保育園など公共施設の耐震整備を積極的に行ってきたことから、その財源である借入金
の返済額が増加しており、毎年のやりくりが大変な状況となっております。

▶実は 12 月末の基金残高が重要
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一般会計の歳出状況
予 算 額 合 計	 12,134,644千円 
収入済額合計	   5,364,198千円
収 入 率	   44.2%

科　　目 予 算 額 執行率
支 出 済 額

議 会 費
118,741 千円

50.3% 
59,670 千円

総 務 費
3,659,307 千円

57.6% 
2,107,736 千円

民 生 費
3,271,410 千円

28.1% 
920,216 千円

衛 生 費
1,458,014 千円

50.6％
738,098 千円

農 林 水
産 業 費

364,970 千円
19.8% 

72,331 千円

商 工 費
343,312 千円

74.3% 
255,135 千円

土 木 費
429,635 千円

12.5% 
53,694 千円

消 防 費
510,095 千円

46.9% 
239,329 千円

教 育 費
693,467 千円

32.3% 
224,325 千円

災 害 復
旧 費

41,061 千円
0.0% 

0 千円

公 債 費
1,242,632 千円

0.3% 
4,060 千円

予 備 費
2,000 千円

0.0% 
0 千円

( 令和 2年８月31日現在 )

一般会計の歳入状況
予 算 額 合 計	 12,134,644千円
支出済額合計	   4,674,594千円
執 行 率　　38.5%

科　　目
予 算 額

収入率
収 入 済 額

市 税
1,894,967 千円

53.5% 
1,013,303 千円

地方譲与税
78,433 千円

17.9% 
14,022 千円

各種交付金
393,986 千円

26.1% 
103,023 千円

地 方 特 例
交 付 金

8,000 千円
69.0% 

5,522 千円

地方交付税
3,732,000 千円

45.5% 
1,697,468 千円

交 通 安 全
対 策 特 別
交 付 金

2,000 千円
0.0% 

0 千円
分 担 金 及
び 負 担 金

79,137 千円
20.6% 

16,319 千円
使 用 料 及
び 手 数 料

116,213 千円
35.9% 

41,695 千円

国庫支出金
2,919,280 千円

73.6% 
2,149,729 千円

県 支 出 金
613,179 千円

7.4% 
45,138 千円

財 産 収 入
28,995 千円

45.1% 
13,064 千円

寄 附 金
150,000 千円

36.3% 
54,522 千円

繰 入 金
972,894 千円

0.0% 
0 千円

繰 越 金
736 千円

26246.9％
193,177 千円

諸 収 入
126,824 千円

13.6％
17,216 千円

市 債
1,018,000 千円

0.0％
0 千円

( 令和 2年８月31日現在 )

　 皆 さ ん に 納 め て い た だ い た 税 金 や 、国・県 の 補 助 金・交 付 金 な ど が 、ど の よ
う に 使 わ れ て い る の か 、ま た 、市 の 財 産 や 借 金（ 市 債 ）が ど れ く ら い あ る の か
な ど に つ い て 皆 さ ん に 知 っ て い た だ く た め 、財 政 状 況 を 公 表 し ま す 。
								        お 問 い 合 わ せ 　 財 政 課 　☎�8 1 4 1

尾鷲市財政公表 ( 令和２年８月 31 日現在 )
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会　計　名 予 算 額 収入率 予 算 額 執行率収 入 済 額 支 出 済 額

国 民 健 康 保 険 事 業
2,326,486 千円

30.1% 
2,326,486 千円

26.5% 
700,861 千円 616,626 千円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業
644,351 千円

9.9% 
644,351 千円

28.0% 
63,934 千円 180,347 千円

各特別会計の予算執行状況 （令和２年８月31日現在）

財産の状況 （令和２年３月31日現在）

市有林
5,035 ha

前年比 増減なし

建物
95,396㎡

前年比 597㎡減

土地
1,153,035㎡
前年比 1,787㎡ 減

車両など
107台

前年比 ６台 減

基金 2,083,657 千円
前年比 76,011 千円 減

債権 111,456 千円
前年比 3,583 千円 減

出資金と出損金 160,772 千円
前年比 増減なし

有価証券 8,443 千円
前年比 増減なし

市債（長期の借金）状況
( 令和２年5月31日現在 )

臨時財政対策債
4,061,408 千円

40.8％

そのほか
1,607,193千円

16.1％
農林水産業債
   951,677千円

9.6％

土木債
553,008千円

5.5％

教育債
1,026,088千円

10.3％

民生債
1,295,805千円

13.0％

消防債
469,263千円

4.7％
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お問い合わせ　　　会計課　☎�８１８１

令和元年度　一般会計決算 　市の令和元年度一般会計・特別会計の決算が、第３回
定例会において認定されました。今号では、一般会計
を中心に決算の概要をお知らせします。

　歳入の主なものを前年度と比較すると、
自主財源では市税が固定資産税の減少な
どにより1億6,105万円（7.4％）の減少。
依存財源では地方交付税が2億6,458万円
（7.4％）の増加となりました。歳入全体で
は、1億8,644万円（1.8％）の増加となりま
した。

実質収支額
　歳入歳出差引額から翌年度への繰越事業に必要な財源を除いた金額。

単年度収支額
　当該年度の実質収支から前年度の実質収支を差し引いた金額。

実質単年度収支額
　単年度収支から市の貯金である財政調整基金への積み立てや取り崩しなどの収支
を調整する要素を除いた金額で、実質的な単年度の収支。

歳入 総額
104 億 1,014 万円

歳入歳出差引額　
１億 9,318 万円

表 1　歳入決算額内訳表 （単位：万円・%)

市税
20億 2,030 万円

繰入金など
17億 1,785 万円

地方交付税
38億 3,029 万円

国庫支出金
9億 4,314 万円

市債
9億 1,720 万円

県支出金
５億 3,246 万円

その他４億 4,890 万円

依存財源
64.1％

自主財源
35.9％

※四捨五入によるため合計が合わない場合があります。

1 億 9,244 万円

△ 2,590 万円

1 億 3,674 万円

区　　分
令和元年度 対前年度比

決算額 構成比 増減額 増減率

自
主
財
源

市税 20億 2,030 19.4 △ 1億 6,105 △ 7.4

繰
入
金
な
ど

繰入金 8億 5,027 8.2 △ 3億 762 △ 26.6

繰越金 2億 1,921 2.1 △ 2,631 △ 10.7

諸収入 1億 8,213 1.7 4,668 34.5

寄附金 1億 4,336 1.4 598 4.4
使用料及び
手数料 1億 1,965 1.1 △ 198 △ 1.6
分担金及び
負担金 1億 1,893 1.1 △ 1,394 △ 10.5

財産収入 8,430 0.8 4,217 100.1

小　　計 37億 3,815 35.9 △ 4億 1,606 △ 10.0

依
存
財
源

地方交付税 38億 3,029 36.8 2 億 6,458 7.4

国庫支出金 9億 4,314 9.1 7,764 9.0

市債 9億 1,720 8.8 3 億 520 49.9

県支出金 5億 3,246 5.1 △ 5,401 △ 9.2

そ
の
他

地方消費税
交付金 3億 2,909 3.2 △ 874 △ 2.6

地方譲与税 6,418 0.6 1,288 25.1
地方特例
交付金 2,165 0.2 1,412 187.3

自動車取得税
交付金 1,093 0.1 △ 862 △ 44.1

配当割交付金 1,053 0.1 124 13.3
株式等譲渡所
得割交付金 575 0.1 △ 166 △ 22.4
環境性能割
交付金 272 0.0 272 皆増

利子割交付金 206 0.0 △ 257 △ 55.5
交通安全対策
特別交付金 199 0.0 △ 28 △ 12.4

小　　計 66億 7,199 64.1 6 億 250 9.9

合　　計 104億 1,014 100.0 1 億 8,644 1.8
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令和元年度　一般会計決算

令和元年度
特別会計決算

国民健康保険事業
歳 入 総 額 24億 2,035 万円
歳 出 総 額 23億 8,287 万円
歳入歳出差引額 3,748 万円

公共下水道事業
歳 入 総 額 63万円
歳 出 総 額 63万円
歳入歳出差引額 0万円

後期高齢者医療事業
歳 入 総 額 6億 3,685 万円
歳 出 総 額 6億 3,224 万円
歳入歳出差引額 461万円

　市の一般会計・特別会計・基金などの公金は、市内６つの金
融機関にて管理・運用が行われており、内容は次のとおりで
す。なお、第三銀行は、現在市の指定金融機関になっているた
め、金額が多くなっております。

（令和２年8月末日現在）

公金の管理と運用状況

歳出 総額
102 億 1,696 万円

　歳出を前年度と比較すると、総務費は本
庁舎耐震事業、防災行政無線デジタル化事
業などにより1億9,243万円（9.4％）の増
加。教育費は幼稚園及び小中学校空調設備
設置事業などにより7,128万円（11.1％）
の増加となりました。一方、農林水産業費
では、水産基盤ストックマネジメント事業
費の減少などで1億6,473万円（37.0％）
の減少となりました。歳出全体では2億
1,247万円（2.1％）の増加となりました。

民生費
32億 2,182 万円

総務費
22億 3,175 万円衛生費

14億 415万円

公債費
12億 4,701 万円

教育費
7億 1,596 万円

消防費など
13億 9,627 万円

金融機関 預金額
第三銀行 25億 742万円
伊勢農協 2億 9,000 万円

三重県信用漁連 2,000 万円
紀北信用金庫 1,000 万円
百五銀行 1,000 万円

東海労働金庫 1,000 万円

合　　計 28億 4,742 万円

区　　分
令和元年度 対前年度比

決算額 構成比 増減額 増減率

民生費 32億 2,182 31.5 1,468 0.5

総務費 22億 3,175 21.8 1 億 9,243 9.4

衛生費 14億 415 13.7 △ 5,643 △ 3.9

公債費 12億 4,701 12.2 9,942 8.7

教育費 7億 1,596 7.0 7,128 11.1

消
防
費
な
ど

消防費 4億 8,846 4.8 2,706 5.9

土木費 3億 2,961 3.2 △ 1,721 △ 5.0

農林水産業費 2億 8,087 2.7 △ 1億 6,473 △ 37.0

商工費 1億 1,524 1.1 △ 1,604 △ 12.2

議会費 1億 1,644 1.1 △ 154 △ 1.3

災害復旧費 6,565 0.6 6,353 3,001.4

合　　計 102億 1,696 100.0 2 億 1,247 2.1

表２　歳出決算額内訳表 （単位：万円・%)

※四捨五入によるため合計が合わない場合があります。
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　職員給与費の状況（一般会計予算）	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区分 職員数
（Ａ）

給与費（Ｂ） 一人当たり給与費
（Ｂ /Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計

２年度 163人 631,429 70,281 263,752 965,462 5,923
注１ 職員手当には退職手当と児童手当は含みません。　注２ 給与費は当初予算に計上された額です。

　職員の初任給の状況

区分
尾鷲市 国

法定初任給 採用２年経過日給料額 初任給

一般行政職
大学卒 182,200 円 193,900 円 182,200 円
高校卒 150,600 円 158,900 円 150,600 円

　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
区分 経験年数 10年 経験年数 15年 経験年数 20年

一般行政職
大学卒 253,500 円 287,400 円 319,000 円
高校卒 214,800 円 253,500 円 287,400 円

　部門別職員数の状況と主な増減理由
区分 職員数 対前年増加数 主な増減理由部門 令和元年 令和 2年

一般行政部門

議　　会 3 3 0
総務企画 52 51 △ 1 事務の統廃合縮小
税　　務 10 11 1 派遣職員の減
民　　生 17 16 △ 1 欠員不補充
衛　　生 30 25 △ 5 退職不補充
農林水産 14 14 0
商　　工 9 9 0
土　　木 12 12 0
小　　計 147 141 △ 6

特別行政部門 教　　育 23 21 △ 2 退職不補充・欠員不補充
小　　計 23 21 △ 2

普通会計計 170 162 △ 8

公営企業等会計部門

病　　院 239 224 △ 15 その他
水　　道 9 9 0
そ の 他 8 8 0
小　　計 256 241 △ 15

合　計 426 403 △ 23
注職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、会計年度任用職員または
非常勤職員を除きます。

職 員 給 与 等 の 状 況

　特別職の報酬等の状況
区分 給料月額等

給
料
市　長 20％減額後 ※１ 720,000 円 

副市長 10％減額後 ※２ 640,800 円

報　
酬

議　 長 425,000 円 

副議長 353,000 円 

議　 員 321,000 円 

区分 給料月額等

期　
末　
手　
当

市　長
副市長

　令和元年度支給割合
　６月期 1.975 月 
12 月期 1.975 月 
　　計 3.95 月 

議　長
副議長
議　員

　令和元年度支給割合
　6月期 1.575 月 
12 月期 1.575 月 
　　計 3.15 月 

内容は令和２年4月1日を基準として掲載しており、給与等について次のように削減しております。
※１市長の給料月額の20％及び期末手当の20％削減 （平成30年４月１日から令和3年7月25日まで）
        令和元年6月 令和元年12月に支給する市長の期末手当においては25％削減
※２副市長の給料月額の10％及び期末手当の10％削減（平成30年４月１日から令和3年８月22日まで）
        令和元年6月 令和元年12月に支給する副市長の期末手当においては15％削減
※３教育長の給料月額の10％及び期末手当の10％削減（平成30年４月１日から令和元年10月10日まで）
       令和元年6月 令和元年12月に支給する教育長の期末手当においては15％削減
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　人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分 住民基本台帳人口
（令和２年 3月 31日）

歳出額
(Ａ ) 実質収支 人件費

(Ｂ )
人件費率
(Ｂ／Ａ )

（参考）
30年度の人件費率

元年度 17,421 人 10,216,960 192,441 1,423,835 13.9% 14.3％
注人件費には、特別職に支給される給料と報酬等を含みます。

　職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
2年度 317,442 円 355,045 円 42.1 歳 356,900 円 388,734 円 49.1 歳

　一般行政職の級別職員数の状況
区　分 7　級 6 　級 5 　級 4　級 3 　級 2 　級 1 　級

計
標準的な職務内容 事務長 課長級 補佐級 係長級 主　任 主　事 主　事

職員数 ０ 人 17人 23人 44人 39 人 10人 11人 144人
構成比 0.0% 11.8% 16.0% 30.6% 27.1% 6.9% 7.6% 100.0%

参
考
1年前の構成比 0.0% 12.2% 12.9% 32.0% 26.5% 8.2% 8.2% 100.0%
5年前の構成比 0.0% 12.5% 11.1% 39.6% 15.3% 18.1% 3.5% 100.0%

注１ 尾鷲市職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

　職員手当の状況
区分 尾鷲市 国の制度

との異同

期末手当
勤勉手当
(　) は
管理職

　令和元年度支給割合

同

期末手当 勤勉手当

6月期 1.3 月分 0.925 月分
（1.1 月分）（1.125 月分）

12月期 1.3 月分 0.925 月分
（1.1 月分）（1.125 月分）

計   2.60 月分   1.85 月分
  （2.20月分） （ 2.25 月分）

職制上の段階・職務の級等による加算措置　有

区分 尾鷲市 国の制度
との異同

退職
手当

　令和元年度支給率

同

自己都合　 定年　
勤続 20年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
一人当たり 自己都合　 定年　
平均支給額 8,711 千円 14,767 千円

注退職手当一人当たり平均支給額は、前年度に退職した職員に支給
された平均額です。

区分 尾鷲市 国の制度
との異同

扶養
手当

配偶者 6,500 円

同満22歳までの子 10,000 円
その他の扶養親族一人につき 6,500 円
扶養親族で満16才から22才の子 5,000 円加算

住居
手当

借家・借間居住者
同支給対象額　　　　 16,000円を超える額 

　最高支給額 28,000 円

通勤
手当

 ア  交通機関利用者

同　　最高支給限度額 55,000 円
 イ  交通用具使用者
　　最高支給限度額 31,600 円

特殊
勤務
手当

（元年度）

区分 全職種
 職員全体に占める手当支給職員の割合 0.0%
 支給対象職員一人当たりの平均支給年額 0円

 手当の種類（手当数） 0

 代表的な手当の名称
支給額の多い手当 市税等事務手当
その他の主な手当 行旅病人、同死亡

人処理手当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(病院・水道会計除く)

時 間 外
勤 務
手 当

30年度
支給総額 28,738 千円

職員一人当たり平均支給年額 161千円

元年度
支給総額 36,339 千円

職員一人当たり平均支給年額 214千円
　　　　　　　　　　　　　　　　(病院・水道会計除く )

職 員 給 与 等 の 状 況

お問い合わせ　総務課　☎�８１１２

　地方公務員の給与は、民間との比較、国家公務員や他の地方公共団体職員とのバランスなどを考えて決められています。
市民の皆さんに、市職員の給与の実態を知っていただくため、そのあらましをお知らせします。
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●水道事業会計決算状況　過去５年間の推移（税抜）
年度 収益 費用 差し引き

平成27年度 5億 5,500 万円 5億 860万円 純利益        4,640 万円
平成 28年度 5億 6,250 万円 4億 7,709 万円 純利益  　　8,540 万円
平成 29年度 5億 3,302 万円 4億 8,345 万円 純利益  　　4,956 万円
平成 30年度 5億 1,065 万円 4億 8,604 万円 純利益  　　2,460万円
令和元年度 4億 8,549 万円 4億 6,282 万円 純利益  　　2,267万円

令和元年度　水道事業決算
　水道事業では配水管の布設替など、災害に強い水道
施設の整備・更新に取り組んでおり、上水道において
は中川地内、倉ノ谷町地内、大曽根地内の配水管布設
替工事を計240.0ｍを実施しました。
　また、簡易水道においては、須賀利地内、賀田地内、
三木浦地内、古江地内の配水管布設替工事を計671.8
ｍ、及び早田地内配水管改良工事、古江加圧ポンプ場
加圧ポンプ他取替工事、須賀利浄水場送水ポンプ他取
替工事を実施しました。
　水道事業は皆さんに安全・安心でおいしい水を安定
供給するため、各施設の整備と更新、さらに日常の維

●水道料金の比較（税込）
家事用 10㎥／月あたりの水道料金比較

全
国
最
高
額

三
重
県
最
高
額

全
国
平
均
額

三
重
県
平
均
額

尾
鷲
市

3,360 円

2,289 円 2,394 円

1,315 円 1,188 円

●水道料金の使用状況（税抜）

水道料金 100円当たりの使い道

施設などの
減価償却費
46円

原水を飲用に
するための費用  15円

浄水場から蛇口まで水を
お届けするための費用 10円

検針・料金徴収・窓口サービス
・そのほかの費用  18円

施設建設・改良にかかった
借入金利息  11円

●収益及び費用（税抜）

●資本的収支（税込）

収入

長期借入金
5,880 万円 建設改良費

7,472 万円

6,408 万円
支出

3 億 277 万円

企業債償還金
２億 2,804 万円

一般会計
繰入金
284 万円

給水加入金
243 万円

内部留保資金
2 億 3,869 万円

（内部留保資金を除く）

お問い合わせ　水道部　☎�８２７１

持管理を行っています。事業に必要な経費は水道料金
収入と長期借入金によって賄う独立採算制により運
営しています。
　過疎・高齢化に伴い水道料金収入は、年々減少して
いますが、令和元年度の決算では、2,267万円の純利
益を計上することができました。
　しかしながら、今後も安全・安心でおいしい水の安
定供給には、継続的に水道施設の整備・更新が必要に
なりますので、ご理解とご協力をお願いします。

その他 3,804 万円

給水収益
( 水道料金 )

4 億 4,745 万円

純利益 2,267 万円
その他

6,581 万円
支払利息

4,981 万円

減価償却費及び
資産減耗費

２億 1,590 万円
動力費・修繕費

6,064 万円人件費
7,065 万円

収益
4 億 8,549 万円

費用
4 億 6,282 万円

(平成31年４月１日現在)

※千円単位以下を切り捨てて、万円単位で表示しているため、内訳と合計等が一致しない場合があります。
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収入
3 億 2,369 万円

支出
4 億 4,138 万円

長期借入金
1 億 2,930 万円

一般会計繰入金
1 億 9,139 万円

建設改良費
1 億 3,031 万円

長期借入金償還
3 億 1,047 万円

その他
60 万円

収益
42 億 5,018 万円

費用
41 億 8,628 万円

入院収益
22 億 2,656 万円

外来収益
14 億 1,925 万円

医業外収益
４億 9,629 万円

その他
1 億 808 万円

人件費
23 億 2,192 万円

材料費
7 億 3,858 万円

経費
6 億 7,395 万円

支払利息
5,750 万円

その他
3 億 9,433 万円

純利益
6,390 万円

●地区別外来患者実人数

尾鷲市
7,159 人

紀北町
4,226 人

熊野市
1,010 人

その他
1,042 人

熊野市
88 人

その他
21 人

●地区別救急車利用患者数

紀北町
743 人

尾鷲市
990 人

合計 13,437 人

合計 1,842 人

診療科 内科 神経内科 外科 脳神経外科 整形外科 小児科
入院 35,314 人 ー 10,278 人 ー 18,644 人 ー
外来 43,137 人 2,159 人 5,705 人 1,597 人 17,474 人 1,707 人

診
療
科
別
延
患
者
数

●収益及び費用（収益的収支）

●資本的収支

一時借入金
1 億 1,769 万円

令和元年度　尾鷲総合病院決算

お問い合わせ　尾鷲総合病院　☎�３１１１

　令和元年度の病院事業会計決算は、収益が42億
5,018万円、費用が41億8,628万円、差し引き6,390
万円のプラスとなり、３年ぶりの黒字となりました
が、過去からの未処理欠損金があるため累積欠損金が
28億6,712万円となりました。
　前年度と比較すると、収益においては療養病棟を地
域包括ケア病棟に転棟したことにより、入院収益が1
億2,074万円の増となりましたが、外来収益が6,215
万円の減、一般会計からの繰入金が5,620万円の減と
なったことなどにより合計で39万円の減となり、費
用においては材料費が1億8,205万円の減となった
ことなどにより合計で1億8,882万円の減となりま
した。

診療科 産婦人科 耳鼻咽喉科 眼科 精神科 皮膚科 泌尿器科 放射線科 合計
入院 554人 － 782人 － 127人 479人 － 66,178 人
外来 1,870 人 1,649 人 5,370 人 469人 5,195 人 6,913 人 20人 93,265 人

　また、建設改良では主な収入として長期借入金1億
2,930万円、一般会計繰入金1億9,139万円、主な支出
として建設改良費1億3,031万円、長期借入金償還3億
1,047万円となり、収支差額については一時借入金で措
置しました。
　このような厳しい財政状況ではありますが、地域の皆
さんが安心していつでも受診できる365日24時間の救
急医療体制を維持し、また、がん診療連携病院、へき地医
療拠点病院、災害拠点病院として、高度で良質な医療と
患者サービスを提供し、これからも地域の皆さんの命と
健康を支えます。
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　　　お知らせします！
　			   尾鷲市各会計の決算審査概要
　一般会計を含めた６つの会計の令和元年度の決算審査を尾鷲市監査委員（福本和行・三鬼和昭）が実施し、令和２年８月１７
日付で意見書を提出しましたので、その概要をお知らせします。

一般会計
　本年度の一般会計決算額は、歳入が104億1,013万円、歳出が102億1,695万円、歳入歳出差引額は、１億9,317万円が計上
されていました。さらに、翌年度へ繰越すべき財源73万円を差し引いた実質収支額は、１億9,244万円の黒字となっていまし
た。
　今後の財政運営について考察すると、少子高齢化や人口減少、大規模事業者の撤退などにより自主財源である市税収入が減
少傾向にあるうえ、依存財源である地方交付税がさらに減少する懸念もあり、歳入面においてこれまで以上に厳しい状況が続
くものと推測されます。
　一方、歳出面では老朽化した各公共施設の整備事業、地場産業の振興や中長期的な防災・減災対策の推進、子育て支援や保健
福祉、集落支援等の少子高齢化対策の推進に加え、喫緊の課題である新型コロナウイルスへの感染対策等もあり、引き続き財
政需要は増加するものと予想されます。
　このような厳しい財政状況における諸事業の実施・推進にあたっては、中長期的な視点で、引き続き財政負担の抑制を図り
つつ、効果的な財政運営を望みます。
国民健康保険事業特別会計
　本年度の歳入決算額は24億2,034万円、歳出決算額は23億8,286万円で、歳入歳出差引額は3,747万円の黒字となってい
ました。
　本事業については、高齢化率の上昇による医療費の増加が見込まれる一方で、保険税は減収傾向にあり、厳しい事業運営が
続くものと予想されます。医療費の抑制などによる財政運営の安定化などに引き続き取り組まれるよう望みます。
後期高齢者医療事業特別会計
　本年度の歳入決算額は６億3,684万円、歳出決算額は６億3,224万円で、歳入歳出差引額は460万円の黒字となっていまし
た。
　本事業については、市民に対して安全・安心な医療を保証するため、今後とも高齢者が安心して医療を受けられるよう、市民
の理解と協力を得ながら財源を確保するとともに引き続き健全運営に努められるよう望みます。
公共下水道事業特別会計
　本年度の決算額は、歳入歳出総額ともに62万円で、歳入歳出差引額は０円となっていました。
　本特別会計は、公共下水道の実施を目的として昭和４８年４月１日から設置されていました。諸事情により終末処理場の整
備に至らず事業中止となり、近年では、事業中止に至るまでに整備された施設に対する地方債の償還を行う会計となっていま
したが、地方債の償還が終了したことから令和元年度を以って廃止されました。
水道事業会計
　経営成績については、収益的収支において、総収益は４億8,549万円で、総費用は４億6,282万円となり、当年度も引き続き
2,267万円の純利益が計上されていました。
　業務実績において、当年度末の給水戸数は9,290戸で、前年度より79戸減少していました。水道普及率は99.9％で前年度と
同様でした。総配水量は3,614,726㎥で、前年度より166,392㎥（4.4％）減少していました。
　総有収水量は2,458,285㎥で、前年度より119,461㎥（4.6％）の減少となっており、有収率は68.0％で、前年度より0.1ポ
イント低下していました。
　今後、老朽化が進む施設の維持管理や更新、改良等に多額の設備投資が必要となることから、厳しい経営状況を迎える時期
が来ることが十分に予想されます。これらを踏まえ、計画的かつ適正な料金改定も視野に入れながら、今後も有収率向上策の
推進や、徹底したコスト削減に継続的に注力し、一層効率的かつ効果的な事業経営に努められるよう望みます。
病院事業会計
　経営成績において、収益的収支を見ると、総収益は42億5,018万円で、前年度より39万円（0.0％）減少し、総費用も41億
8,628万円で、前年度より１億8,881万円（4.3％）減少しており、6,390万円の純利益が計上されていました。これにより、当
年度未処理欠損金は、前年度より6,390万円減少して28億6,712万円となりました。
　業務実績において、入院患者数は66,178人（１日平均180.8人）で、外来患者数は93,265人（１日平均388.6人）となり、入
院患者数は前年度より184人（0.2％）増加し、外来患者数は979人（1.0％）減少していました。病床利用率は70.9％で、前年度
と同様でした。
　医師や看護師等の確保や老朽化が進む医療機器の更新・修繕などの課題が山積する中で、薬品及び診療材料等の経費削減を
はじめ、ＤＰＣ制度への参加など、経営改善に取り組まれている。今後も、慢性的な資金不足が続くものと推測されるが、事業
実績や計画額等を十分精査・検討し、適切かつ効率的な資金繰りに努められるよう望みます。
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～幼児教育のあり方について考える①～

最近よく聞く「認定こども園」とは？
　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、よ
り
良
い
幼
児
教
育

を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
環
境
が
望
ま

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
か
ら「
幼
児
教
育

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え

る
」と
題
し
て
、今
後
の
本

市
の
幼
児
教
育
に
つ
い
て

「
認
定
こ
ど
も
園
」を
中
心

に
連
載
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
現
在
、本
市
の
３
歳
以
上

の
就
学
前
の
子
ど
も
に
お

い
て
は
、保
育
園
を
希
望
し

通
園
し
て
い
る
子
ど
も
が

全
体
の
90
％
を
超
え
、幼
稚

園
を
希
望
し
通
園
し
て
い

る
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ

て
き
た
た
め
、幼
少
期
の
子

ど
も
た
ち
に
必
要
な
集
団

活
動
が
十
分
に
で
き
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
課
題
を
解
消

す
る
た
め
、本
市
で
は
、新

し
い
制
度
で
あ
る「
認
定
こ

ど
も
園
」の
設
置
を
目
指

し
、安
定
的
、継
続
的
に
幼

児
教
育
を
進
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

第
１
回
目
の
今
回
は
、

「
認
定
こ
ど
も
園
と
は
？
」

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

説
明
い
た
し
ま
す
。

「認定こども園」は、幼稚園と保育園の機能や特徴をあわせ持ち、

 地域の子育て支援も行う施設です。

教育を行う施設
保育を行う施設

●４歳児～就学前の子ども
●保護者の就労等の有無に
関係なく利用可

●就学前の子ども
●保護者の就労等により家庭で
育児ができない場合に利用可

認定こども園

幼稚園と保育園の機能をあわせ持つ施設
●就学前の子ども
・３歳未満
　保護者の就労等により家庭で保育ができ
ない場合に利用可
・３歳以上
　保護者の就労等の有無に関係なく利用可

①認定こども園は、幼稚園と保育園の機能や特徴をあわせ持つ施設です。
②保護者が就労している子どもや、そうでない子どもも受け入れることにより、子どもの育ちにとって大切な集団活動が
　可能になります。
　また、保護者が仕事を辞めても、子どもが施設を変える必要はありません。
③認定こども園の大きな利点として、入園していない子どもの家庭も子育て支援を受けることができます。子育て相談や
　集いの場の提供など、保護者と子どもを総合的に支える施設です。

今後、皆さんからの質問に対して、紙面を通じてお答えしますので、下記のメールアドレスに質問をお願いします。

お問い合わせ	 教育総務課　☎㉓ 8291　	 	 	 福祉保健課　☎㉓ 8202
	 	 E-mail:　kyouiku@city.owase.lg.jp	 	 E-mail:　kosodate@city.owase.lg.jp

「認定こども園」の一番の特徴って何ですか？

保育園幼稚園
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
予
約
・
申

込
を
行
い
、
申
込
の
際
に
選
ん
だ
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
で
チ
ャ
ー
ジ
や
お
買
い

物
を
す
る
と
、
ご
利
用
金
額
の
25
％
分
（
上
限

５
千
円
分
）
の
ポ
イ
ン
ト
が
そ
の
サ
ー
ビ
ス
内

で
も
ら
え
ま
す
。

　
そ
の
ポ
イ
ン
ト
が
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
で

あ
り
、
も
ら
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
お
買
い
物
等
で

使
え
ま
す
。

　
例
え
ば
２
万
円
の
チ
ャ
ー
ジ
や
お
買
い
物
を

し
て
、５
千
円
が
上
乗
せ
さ
れ
る
と
考
え
る
と
、

と
て
も
お
得
な
制
度
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
す
る
に
は
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
作
成
が
必
要
で
す
。市
民

サ
ー
ビ
ス
課
で
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
作

成
だ
け
で
な
く
、マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約・
申

込
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
　
☎
㉓ 

８
２
１
５

市民サービス課で手続きが可能です！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

申
請
手
続
き
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉓ 

８
１
６
１

■
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
の

　
　
　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請
支
援
に
つ
い
て

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申

請
手
続
き
を
希
望
す
る
人
は
、予
約
が
必
要
で

す
。

★
必
要
な
も
の

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
※
①
）」

「
暗
証
番
号（
４
桁
）（
６
桁
以
上
）」

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
裁
サ
ー
ビ
ス
」

「
本
人
確
認
書
類（
※
②
）」

※
①「
電
子
証
明
書
」搭
載
の
マ
イ
ナ
ン
バ
カ
ー

ド
が
必
要
で
す
。搭
載
し
て
な
い
場
合
、市
民

サ
ー
ビ
ス
課
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い（
予
約

が
必
要
）

※
②
本
人
確
認
書
類
は
、運
転
免
許
証
な
ど
顔
写

真
付
き
の
も
の
は
１
点
、保
険
証
な
ど
写
真
の

な
い
も
の
は
２
点
が
必
要

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法

　
申
請
に
は
申
請
書（「
申
請
書
Ｉ
Ｄ
」が
記
載
さ

れ
た
も
の
と
、記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の（
郵
送

専
用
申
請
書
）が
あ
り
ま
す
）が
必
要
で
す
。申
請

書
が
な
い
場
合
は
、市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
再
発
行

で
き
ま
す
。

①
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
請
に
つ
い
て

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
国
の

公
式
サ
イ
ト
に
接
続
し
、案
内
に
沿
っ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

★
必
要
な
も
の

「
申
請
書
Ｉ
Ｄ
」

「
顔
写
真
デ
ー
タ
」

②
郵
送
で
の
申
請
に
つ
い
て

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、所

定
の「
顔
写
真
」を
添
え
て
次
ま
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

〒
２
１
９・８
６
５
０

　
日
本
郵
便
株
式
会
社　
川
崎
東
郵
便
局　

　
郵
便
私
書
箱
第
２
号

　
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

　
個
人
番
号
カ
ー
ド

　
交
付
申
請
書
受
付
セ
ン
タ
ー

■
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
の
申
請
支
援

①【
要
予
約
】写
真
撮
影
を
希
望
す
る
場
合

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
写
真
を
撮
影
し
て
申

請
す
る
場
合
は
、予
約
が
必
要
で
す（
数
日

～
２
週
間
ほ
ど
先
と
な
り
ま
す
）。

★
必
要
な
も
の

「
申
請
書
」

「
印
か
ん
」

「
本
人
確
認
書
類（
前
述
※
②
と
同
じ
）」

②【
予
約
不
要
】「
顔
写
真
」持
参
の
場
合

ご
自
身
で
顔
写
真
を
持
参
す
る
場
合
は
、

予
約
な
し
で
受
け
付
け
で
き
ま
す
。

★
必
要
な
も
の

「
顔
写
真（
縦
４・５
㎝
×
横
３・５
㎝

正
面・無
帽・無
背
景
）」

「
印
か
ん
」

「
本
人
確
認
書
類（
前
述
※
②
と
同
じ
）」

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
来
上
が
り
は

　
申
請
の
１
～
２
カ
月
後
で
す
。

みんなで作ろう！マイナンバーカード
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②
郵
送
で
の
申
請
に
つ
い
て

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、所

定
の「
顔
写
真
」を
添
え
て
次
ま
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

〒
２
１
９・８
６
５
０

　
日
本
郵
便
株
式
会
社　
川
崎
東
郵
便
局　

　
郵
便
私
書
箱
第
２
号

　
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

　
個
人
番
号
カ
ー
ド

　
交
付
申
請
書
受
付
セ
ン
タ
ー

■
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
の
申
請
支
援

①【
要
予
約
】写
真
撮
影
を
希
望
す
る
場
合

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
写
真
を
撮
影
し
て
申

請
す
る
場
合
は
、予
約
が
必
要
で
す（
数
日

～
２
週
間
ほ
ど
先
と
な
り
ま
す
）。

★
必
要
な
も
の

「
申
請
書
」

「
印
か
ん
」

「
本
人
確
認
書
類（
前
述
※
②
と
同
じ
）」

②【
予
約
不
要
】「
顔
写
真
」持
参
の
場
合

ご
自
身
で
顔
写
真
を
持
参
す
る
場
合
は
、

予
約
な
し
で
受
け
付
け
で
き
ま
す
。

★
必
要
な
も
の

「
顔
写
真（
縦
４・５
㎝
×
横
３・５
㎝

正
面・無
帽・無
背
景
）」

「
印
か
ん
」

「
本
人
確
認
書
類（
前
述
※
②
と
同
じ
）」

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
来
上
が
り
は

　
申
請
の
１
～
２
カ
月
後
で
す
。

コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
相
談
会

場
所　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

予
約　
予
約
制
と
な
り
ま
す
。福
祉
保
健
課
に
申
し

　
　
　
込
み
く
だ
さ
い
。

　
血
圧
測
定
や
健
診
結
果
の
説
明
、 

腰
痛
や
疲
れ
が

と
れ
な
い
な
ど
の
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
に
関
す
る
相
談

を
保
健
師
と
管
理
栄
養
士
が
行
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
☎
�
３
８
７
１

11
月
13
日
㈮

 

赤
ち
ゃ
ん
相
談

場
所　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階　
児
童
コ
ー
ナ
ー

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
20
分

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
50
分

予
約　
１
組
20
分
ず
つ
の
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
福
祉
保
健
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
乳
幼
児
の
身
長
体

重
の
測
定
、
離
乳
食
相
談
や
育
児
相
談
な
ど

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
保
健
課　
☎
�
３
８
７
１

11
月
20
日
㈮
、
24
日
㈫

ち
ょ
っ
と
よ
っ
て
っ
て
い
～

場
所　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階　
母
子
保
健
室

時
間　
午
前
10
時
～
10
時
40
分

　
　
　
午
前
11
時
～
11
時
40
分

予
約　
１
組
40
分
ず
つ
の
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
福
祉
保
健
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

妊
娠
中
や
産
後
は
些さ

さ
い細

な
こ
と
が
気
に
な
っ
た

り
、
こ
れ
で
い
い
の
か
な
と
悩
む
こ
と
も
。

　
休
憩
が
て
ら
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
が
り
ら
代
表
の

石い
し
か
わ川

郷さ
と
こ子

さ
ん
と
お
話
し
し
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
保
健
課　
☎
�
３
８
７
１

11
月
９
日
㈪
、
12
日
㈭
、
16
日
㈪

　
市
で
は
例
年
戦
没
者
追
悼
式
を
執
り
行
っ
て
お
り
ま

す
。令
和
２
年
度
の
追
悼
式
に
つ
き
ま
し
て
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、式
典
を
見

合
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
が
、参
列
者
の
規
模
を
大
幅
に
縮

小
し
て
11
月
７
日
㈯
午
前
10
時
か
ら
市
民
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。今
年
度
に
お
い
て
は
一

般
市
民
の
参
列
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
保
健
課　
☎
㉓
８
２
０
１

第
25
回
尾
鷲
市
戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て

 

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ワ
ー
ク

　

ｉ
ｎ
に
ゃ
ん
に
ゃ
ん
王
国

場
所　
中
央
公
民
館

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
20
分

参
加
費
２
０
０
円　
　

　
仮
想
の
ま
ち
で
の
お
仕
事
体
験
！

　
「
に
ゃ
ん
に
ゃ
ん
王
国
」を
舞
台
に
、銀
行
員
や
介
護

士
、消
防
士
、薬
屋
さ
ん
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
お
仕
事
の
体

験
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
は
、『
密
』を
避
け
る
た
め
、４
つ
の
時
間
に
区

切
っ
て
90
分
間
の
お
仕
事
体
験
と
な
り
ま
す
。

【
受
け
付
け
開
始
か
ら
体
験
終
了
ま
で
の
時
間
】

①
午
前
９
時
～
午
前
10
時
40
分

②
午
前
10
時
50
分
～
午
後
０
時
30
分

③
午
後
０
時
50
分
～
２
時
30
分　

④
午
後
２
時
40
分
～
４
時
20
分

※
予
約
が
必
要
で
す
。

　
も
ら
っ
た
仮
想
通
貨「
に
ゃ
ん
」は
景
品
と「
交
換
」し

た
り
、「
銀
行
」に「
預
け
」て
次
回
へ
繰
り
越
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
今
年
は「
に
ゃ
ん
」を「
使
う
」体
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
募
集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

　
　
生
涯
学
習
課　
☎
�
８
２
９
３

11
月
29
日
㈰
子
育
て
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
Ｄ
Ａ
Ｙ

　　　行事　
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　 行事　
　
「
令
和
」と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
、人
口
減
少
社
会
が
本
格
的
に
到

来
す
る
中
で
持
続
可
能
な
地
域
を
ど
う
や
っ
て
創
っ
て
い
く
の
か
、そ
の

中
で
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
や
企
業
、自
治
体
は
ど
う
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
い
く
べ
き
な
の
か
、大
き
な
転
換
の
時
期
に
あ
り
ま
す
。

　
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
地
域
に
暮
ら
す
、関
わ
る
様
々
な
人
た
ち
が
、

目
指
す
べ
き
東
紀
州
地
域
を
創
り
上
げ
て
い
く
能
力
を
高
め
、将
来
の
地

域
の
担
い
手
と
な
る
、「
ひ
と
」づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
内
容
】講
演「
人
口
減
少
時
代
の
地
方
創
生
」

　
　
　
講
師　
四
日
市
大
学
学
長　
岩い

わ
さ
き崎
恭や

す
の
り典　
氏

【
対
象
】東
紀
州
の
地
域
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
る
人（
地
域
お
こ
し
協
力

隊
、商
工
会
議
所・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
職
員
、地
域
の
若
手
経
営
者
な

ど
）、東
紀
州
地
域（
尾
鷲
市
、熊
野
市
、紀
北
町
、御
浜
町
、紀
宝
町
）

に
勤
務
す
る
自
治
体（
県・市
町
）職
員

【
日
時
】12
月
１
日
㈫　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

【
場
所
】熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー

【
定
員
】１
０
０
人

※
令
和
３
年
２
月
10
日
㈬
に
も
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
口
減
少
社
会
の
地
域・自
治
体
の
あ
り
方
」

　
講
師　
三
重
大
学
副
学
長　
西に

し
む
ら村
訓の

り
ひ
ろ弘　
氏

　
お
問
い
合
わ
せ　
紀
北
地
域
活
性
化
局　
☎
㉓
３
４
０
７

東
紀
州
「
地
域
人
材
」
養
成
塾　

　
　
　
　
　
　
　
（
講
演
会
）
開
催

12
月
１
日
㈫

◎企画展「写真で懐古・故郷の暮らしと風景
～尾鷲市～」
開催期間：～ 11月23日㈪㈷
◎熊野の廃校～須賀利の町が輝いていた～
開催期間：11月21日㈯～ 1月17日㈰
　　　　　(12月31日・1月１日は休館)
◎知られざる熊野探訪ツアー「須賀利のま
ちなか探訪～昭和の漁村を歩く」
開催日時：11月29日㈰	
申込期限：11月15日㈰
　　　　　午後5時まで(定員15人)
◎新熊野学講座第3回「尾鷲つれづれ噺

ばなし
」

開催日時：12月6日㈰午後1時30分
　　　　　　　　　　　　～ 3時30分
申込期限：12月5日㈯まで(定員40人)
※詳細情報やその他催しについては
　HPをご覧ください。
　⇒熊野古道センター HP

申し込み・お問い合わせ
熊野古道センター　☎�２６６６

熊野古道センターの催し
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　 　　募集　

熊
野
古
道
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集
！

日
時　
11
月
18
日
㈬

　
　
　
午
前
８
時
45
分
～
午
後
３
時
頃

　
　
　
※
雨
天
延
期
20
日
㈮

集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
尾
鷲
駅

　
　
　
（
午
前
８
時
45
分
ま
で
に
集
合
）

条
件　
山
道
を
歩
け
る
人（
約
４
時
間
）

対
象　
一
般 （
市
民
）10
人

講
師　
川か

わ
ぐ
ち口

洋ひ
ろ
し司　

さ
ん

持
ち
物　
弁
当
、お
茶
、飲
料
、

　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
運
賃（
６
６
０
円
）

参
加
費　
１
０
０
円 (

保
険
代)

申
込
期
間　
11
月
４
日
㈬
午
前
８
時
30
分

　
　
　
～
16
日
㈪
午
後
５
時「
電
話
可
」

　
※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
締
切
。

コ
ー
ス　

Ｊ
Ｒ
三
木
里
駅
～
三
木
峠

　
　
　

～
羽
後
峠
～
Ｊ
Ｒ
賀
田
駅

コ
ー
ス　

Ｊ
Ｒ
賀
田
駅
～
飛
鳥
神
社
～
曽
根
次

郎
坂
・
太
郎
坂
登
り
口
～
甫
母
峠
（
ほ

う
じ
茶
屋
跡
）
～
Ｊ
Ｒ
二
木
島
駅

日
時　
12
月
９
日
㈬

　
　
　
午
前
７
時
20
分
～
午
後
３
時
頃

　
　
　
※
雨
天
延
期
11
日
㈮

集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
尾
鷲
駅

　
　
　
（
午
前
７
時
20
分
ま
で
に
集
合
）

条
件　
山
道
を
歩
け
る
人（
約
５
時
間
）

対
象　
一
般 （
市
民
）10
人

講
師　
川か

わ
ぐ
ち口

洋ひ
ろ
し司　

さ
ん

持
ち
物　
弁
当
、お
茶
、飲
料
、

　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
運
賃（
７
５
０
円
）

参
加
費　
１
０
０
円 (

保
険
代)

申
込
期
間　
11
月
４
日
㈬
午
前
８
時
30
分

　
　
～
12
月
７
日
㈪
午
後
５
時「
電
話
可
」

　
※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
締
切
。

申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ　

　
　
生
涯
学
習
課
☎
㉒
０
０
０
１

令
和
３
年
度
三
重
大
学
医
学
部
医
学

科
学
校
推
薦
型
選
抜
【
地
域
枠
Ｂ
】

【
推
薦
要
件
等
】

　
令
和
３
年
度
三
重
大
学
学
校
推
薦
型
選
抜
学
生

募
集
要
項
に
お
け
る
医
学
部
医
学
科
推
薦
要
件
に

基
づ
き
、推
薦
者
数
は
、２
人
以
内
と
し
、市
長
及

び
尾
鷲
総
合
病
院
長
と
の
面
接
に
よ
っ
て
選
抜
し

ま
す
。た
だ
し
、扶
養
義
務
者
が
３
年
以
上
本
市
に

居
住
し
て
い
る
人
で
、高
等
学
校
若
し
く
は
中
等

教
育
学
校
を
令
和
２
年
３
月
卒
業
及
び
令
和
３
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
人
。

【
申
請
期
間
】

　
11
月
２
日
㈪
～
10
日
㈫
午
後
５
時
ま
で（
必
着
）

※
持
参
の
場
合
は
、㈯
㈰
㈷
を
除
く
日
の
午
前
８

　
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。郵
送
の
場
合
は

　
指
定
日
時
ま
で
に
必
着
の
こ
と
。

【
面
接
日・場
所
】

　
11
月
25
日
㈬　
午
後

　
場
所：尾
鷲
総
合
病
院

※
申
請
方
法
等
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
　お

問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
☎
㉓
３
８
７
１

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集
！

生
活
習
慣
病
を
重
症
化
さ
せ
な
い
た
め
に 

　

健
診（
血
液
）結
果
と
向
き
合
い
、自
分
の

体
を
知
っ
て
、自
分
の
健
康
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

【
日
時
】11
月
26
日
㈭

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
場
所
】福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階

【
内
容
】

①
生
活
習
慣
病
の
病
態
に
関
す
る
講
話

　
講
師　
長
谷
川
内
科　
長
谷
川 

陽　
医
師

②
生
活
習
慣
改
善（
食
事・運
動
）に
関
す
る
講

話(

健
康
づ
く
り
を
継
続
す
る
た
め
の
記
録
表

に
つ
い
て)

　
講
師　
福
祉
保
健
課

      　
保
健
師
及
び
管
理
栄
養
士

【
対
象
者
】 

令
和
元
年
度
特
定
健
診
結
果
、①
～

③
の
い
ず
れ
か
の
人

①
血
圧
値：最
高
血
圧
１
４
０
ｍ
ｍ
ｈｇ
及
び

　
最
低
血
圧
90
ｍ
ｍ
ｈｇ
以
上

②
血
糖
値：空
腹
時
血
糖
１
１
０㎎
／
dl　

　

H
b
A
1
c
６・０
％
以
上

③
中
性
脂
肪
値：３
０
０㎎
／
dl
以
上

【
料
金
】無
料

【
定
員
】18
人

【
持
ち
物
】筆
記
用
具
、健
診
結
果
票（
血
液
検

査
結
果
）、健
康
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ポ
イ
ン
ト
手
帳 

ほ
か

　
　申

し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
保
健
課　
☎
㉓
３
８
７
１
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新型コロナウイルス感染症に伴う
　　　　　傷病手当金の支給要件が緩和されました

市の国民健康保険または、後期高齢者医療保険に加入している皆さんへ

　新型コロナウイルス感染症（感染が疑われる発熱等の症状を含む。）に伴う傷病手当金の申請については、広報おわ
せ 8 月号でお知らせしましたが、このたび、支給要件が次のとおり緩和されました。

〇緩和された支給要件は？
　支給開始日となる4日目が【令和2年1月1日～ 9月30日までの間であること】が必要。
	 	 	 	 	 ↓　支給要件が緩和され、対象者が拡大。
　支給開始日となる4日目が【令和2年1月1日～ 12月31日までの間であること】に変更。

※支給開始日は、新型コロナウイルス感染症（感染が疑われる発熱等の症状を含む。）の療養の
ため、連続して4日以上仕事を休んだ場合の、4日目となります。

〇ご注意ください
・自営業の人などのように、給与等の支払いを受けていない場合は対象となりません。
・支給要件は他にもあります。詳細につきましては、下記までお問い合わせください。

お問い合わせ　　　市民サービス課  ☎㉓８１９３

国保特定健診・後期高齢者健診はもう受けましたか？
残り１カ月！

　11月30日㈪まで、国保特定健診・後期高齢者健診を実施しています。高血圧性疾患や糖尿病などの生活習慣病を防ぐ
ため、毎年必ず健診を受けましょう！
　受診券が届いた時の封筒に同封されている医療機関一覧から、ご希望の医療機関を選び、直接お電話でお申し込みく
ださい。なお、新型コロナウイルス感染症の影響等により、受診期間中であっても、健診を中止する場合がありますの
で、早めの受診をおすすめします。

【対象者】	 尾鷲市国民健康保険に加入している40歳～ 74歳の人
	 	 後期高齢者医療保険に加入している人

　また、医療機関で受診するのではなく、今月は下記の集団健診を利用いただくこともできます。集団健診での受診を
希望の人は事前に下記まで申し込んでください。

11月の集団健診予定

【会場】三木浦老人憩いの家
【日時】11月17日㈫午前８時30分～　
※三木浦町にお住まいでなくても、申し込み可能です。

お問い合わせ・集団健診申込先
市民サービス課　　☎㉓８１９３
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心が疲れている、つらい、逃げたいと思ったら　
  				    ひとりで悩まず相談してみませんか

 つらい思いや、悩みをひとりで抱え込まず、まずは身近な人に話してみてください。身近な人に相談しづらい、
あるいは相談できる人がいない時は下記まで相談してください。

・市役所、保健所こころの相談（月～金：午前9時～午後５時※祝日、年末年始除く）
	 ⇒福祉保健課☎㉓3871、尾鷲保健所☎㉓3428
・三重県こころの健康センター（月～金：午前9時～午後4時※祝日、年末年始除く）
	 ⇒こころの傾聴テレフォン☎059・223・5237
	 ⇒自殺予防電話相談☎059・253・7823、☎0120・01・7823
・認定非営利法人いのちの電話協会
	 ⇒三重いのちの電話	 ☎059・221・2525（毎日午後６時～ 11時）
	 	 	 	 ☎0570・783・556（毎日午前10時～午後10時）
　【悩みごと別相談窓口】
・生活困窮に関する相談		 	 ：☎㊲4151（社会福祉協議会）
・女性相談（家庭内暴力など）	 	 ：☎㉓8202（福祉保健課）
・高齢者に関する相談	 	 	 ：☎㉒3003（地域包括支援センター） 
・妊娠中、子育てに関すること	 	 ：☎㉓3871・☎㉓8202（福祉保健課）
・法律に関する相談	 	 	 ：☎㉓8250（市民サービス課 ※詳細は26ページをご覧ください。）　
	 	 	 	 	 ：☎059・221・5553(三重県司法書士会総合相談センター）	
　　　	 	 	 	 	 	 	 	 	 お問い合わせ　福祉保健課　☎㉓3871

尾鷲年金事務所からのお知らせ
「国民年金保険料控除証明書」について

　納めていただいた国民年金保険料は、全額が社会保険料控除の対象です。例年11月もしくは翌年２月に、日本年
金機構から本人あてに送付される「国民年金保険料控除証明書」は、年末調整や確定申告で使えますので、大切に
保管してください。
　また、紛失してしまった場合などは、再発行を受けることができます。
　詳しくは、年金事務所へお問い合わせください。

	 	 	 	 	 	 	 お問い合わせ
	 	 	 	 	 	 	 　尾鷲年金事務所　☎㉒2340
	 	 	 	 	 	 	 　ねんきん加入者ダイヤル　☎0570・003・004

年金の予約相談を利用ください

　全国の年金事務所では、年金請求の手続きや年金相談など、お客様の都合に合わせてスムーズに相談いただけ
る「予約相談」を実施しています。申し込みは、希望する日の１か月前から前日まで受け付けていますので、ぜひ利
用ください。申し込みの際は、基礎年金番号のわかる年金手帳や年金証書を準備ください。

	 	 	 	 	 	 	 お問い合わせ
	 	 	 	 	 	 	 　尾鷲年金事務所　☎㉒2340
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は
じ
め
ま
し
て

　
　
　

 
満
１
歳
で
す

し
ー
ち
ゃ
ん
１
歳
の
お
誕
生
日
お

め
で
と
う
！
！
こ
れ
か
ら
も
元
気

に
す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て
ね
♡

西に
し
む
ら村

雫し
ず
き希

ち
ゃ
ん

（
新
田
町
、父
・
彰あ
き
ひ
こ彦

さ
ん 
母
・
唯ゆ
い

さ
ん
）

※
満
１
歳
の
お
子
さ
ま
の
写
真
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。（
誕
生
月
と
掲

載
月
が
異
な
る
場
合
も
掲
載
で
き
ま

す
。
）
写
真
に
コ
メ
ン
ト
等
必
要
事

項
を
添
え
て
秘
書
広
報
係
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の
取
り
組
み

連
載
㉒

成
年
後
見
制
度

ご
存
知
で
す
か
？

　
成
年
後
見
制
度
は
、認
知
症
、知
的
障

害
、精
神
障
害
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が

十
分
で
な
い
人
が
、自
分
ら
し
く
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、権
利
や
財
産
を
守

り
、本
人
の
意
思
を
尊
重
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

判
断
能
力
が
な
く
な
っ
て
か
ら
で
は
な

く
、判
断
能
力
が
あ
る
時
か
ら
活
用
を
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

★
物
忘
れ
が
あ
り
、お
金
の
管
理
や
契
約
に
不
安
が
あ
る
。

★
認
知
症
の
親
が
訪
問
販
売
で
高
額
の
商
品
を
購
入
し
て

　

し
ま
っ
た
。　

な
ど

こ
の
よ
う
な
心
配
事
は

　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
？

成
年
後
見
制
度
の
活
用
を

　
　
　
　
　
　
　
検
討
し
ま
せ
ん
か
？

 

お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
☎
㉓
８
２
０
１

支
援
の
種
類

●
財
産
の
管
理

・不
動
産
等
の
財
産
管
理
、保
存
、処
分
等

・銀
行
や
郵
便
局
な
ど
の
金
融
機
関
と
の

  

取
引

・収
入
、支
出
の
管
理
等

●
身
上
監
護

・日
常
生
活
の
見
守
り

・入
退
院
の
手
続
き

・施
設
入
退
所
契
約
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の

 

契
約
等

成
年
後
見
制
度
の
種
類

①
任
意
後
見
制
度

　

現
在
、判
断
能
力
が
あ
る
人
が
、将

来
、判
断
能
力
が
低
下
し
た
場
合
に
備

え
て「
誰
に
」「
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し

て
も
ら
う
か
」を
あ
ら
か
じ
め
契
約
に

よ
り
決
め
て
お
く
制
度
で
す
。

手
続
き：
本
人
が
公
証
役
場
で
公
正
証

書
を
作
成
し
ま
す
。

後
見
人：
任
意
後
見
人
候
補
者
は
本
人

が
決
め
ま
す
。

内
容：
後
見
人
の
仕
事
内
容
は
、任
意
後

見
契
約
時
に
本
人
が
公
正
証
書
に
定
め

た
内
容
に
な
り
ま
す
。

②
法
定
後
見
制
度

　
す
で
に
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人

を
、保
護
、支
援
す
る
制
度
で
す
。本
人

の
判
断
能
力
に
よ
っ
て
次
の
３
つ
の
類

型
が
あ
り
ま
す
。

【
後
見
】判
断
能
力
が
全
く
な
い

【
保
佐
】判
断
能
力
が
著
し
く
不
十
分

【
補
助
】判
断
能
力
が
不
十
分

申
立
て
等
に
か
か
る
費
用

●
申
立
て
費
用

　
印
紙
、切
手
、診
断
書
料
な
ど
で
１
万

円
程
度
か
か
り
ま
す
。

　
別
途
鑑
定
費
用
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
そ
の
他

　

親
族
以
外
の
後
見
人
の
場
合
は
、後

見
人
へ
の
報
酬
が
必
要
で
す
。

　
被
生
活
保
護
者
等
の
条
件
に
よ
り
市

の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き：申
立
て
人（
本
人
や
親
族
な
ど
）

が
家
庭
裁
判
所
に
申
立
て
を
行
い
ま
す
。

後
見
人：
法
定
後
見
人
は
、家
庭
裁
判
所

が
決
定
し
ま
す
。

内
容：判
断
能
力（
後
見
、保
佐
、補
助
）の

程
度
に
よ
っ
て
、仕
事
や
権
限
の
範
囲
も

違
い
ま
す
。

ひ
い
ち
ゃ
ん
１
歳
お
誕
生
日
お
め

で
と
う
♡
優
し
い
男
の
子
に
育
っ

て
ね
♡
♡

中な
か
い井
陽ひ

い
ろ彩

く
ん

（
賀
田
町
、父
・
明あ
き
ひ
さ久

さ
ん 

母
・
麻あ
さ
こ子

さ
ん
）
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み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

発熱等風邪症状があり、新型コロナウイルス感染症の疑いや不安がある人は、帰国者・接触者相談センターに相談しましょう。
帰国者・接触者相談センター (㈯㈰㈷も対応)：午前９時～午後９時まで　☎㉓3456、それ以外の時間　☎059・229・1199

　

ち
ま
た
で
見
聞
き
す
る
健
康
情
報

に「
こ
れ
っ
て
ど
う
な
の
？
」と
思
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
は
、減
塩
の
よ
く
あ
る
疑
問
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

Ｑ
１
日
に
摂
る
塩
分
の
目
安
量
が

　
　
少
な
く
な
っ
た
っ
て
ホ
ン
ト
？

Ａ
現
在
、塩
分
の
１
日
目
標
摂
取
量

は
、男
性
７・
５
ｇ
未
満
、女
性
６・
５

ｇ
未
満
で
す
。２
０
２
０
年
４
月
か
ら

男
女
と
も
０・
５
ｇ
少
な
く
な
り
ま
し

た
。健
康
の
た
め
に
減
塩
が
よ
り
大
切

だ
と
判
断
さ
れ
た
結
果
で
す
。

Ｑ
減
塩
し
す
ぎ
も
ダ
メ
？

Ａ
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
と
、最
低
限
必
要
な

塩
分
量
の
ラ
イ
ン
は
１
日
約
０・
５
～

１・
３
ｇ
。よ
ほ
ど
極
端
な
減
塩
を
し

な
い
限
り
こ
の
数
値
を
下
回
る
こ
と

は
な
い
の
で
安
心
し
て
減
塩
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
塩
分
と
血
圧
が

　
　
　
　
　
関
係
な
い
人
も
い
る
？

Ａ
塩
分
を
摂
っ
て
も
血
圧
に
影
響
が

少
な
い
人
が
い
る
の
は
本
当
で
す
。喫

煙
、ス
ト
レ
ス
、肥
満
、そ
の
他
の
疾
患

等
、高
血
圧
の
要
因
は
塩
分
以
外
に
も

色
々
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、塩
分
の
影
響
が
あ
る
の
は

血
圧
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。骨
粗

し
ょ
う
症
や
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
、心

臓
、腎
臓
、血
管
へ
の
負
担
等
が
大
き

く
な
り
ま
す
。塩
分
と
血
圧
が
関
係
な

く
て
も
、塩
分
を
控
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

Ｑ
血
圧
が
高
く
な
い
か
ら

　
　
　
　
　
　
減
塩
は
必
要
な
い
？

Ａ
前
述
の
と
お
り
、塩
分
が
も
た
ら
す

健
康
へ
の
影
響
は
、高
血
圧
に
限
り
ま

せ
ん
。血
圧
が
正
常
で
も
、減
塩
は
大

切
で
す
。

Ｑ
塩
分
を
た
く
さ
ん
摂
っ
て
も

　
　
元
気
な
高
齢
者
も
い
る
け
ど
？

Ａ
塩
分
の
多
い
食
習
慣
は
病
気
の「
リ

ス
ク
」を
上
げ
ま
す
。大
半
の
人
が
病

気
に
な
る
よ
う
な
リ
ス
ク
を
持
っ
て

い
て
も
、運
よ
く
何
も
発
症
せ
ず
元
気

な
人
も
い
ま
す
。

　

減
塩
し
て
も
絶
対
病
気
に
な
ら
な

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

病
気
に
な
る
リ
ス
ク
を
半
分
に
、３
分

の
１
に
と
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

Ｑ
減
塩
は
お
い
し
く
な
い
？

Ａ
塩
味
は「
お
い
し
い
」の
代
表
な
の

で
、単
に
減
ら
せ
ば
お
い
し
く
な
く
な

り
ま
す
。

　

減
塩
の
コ
ツ
や
レ
シ
ピ
は
市
Ｈ
Ｐ

「
減
塩
の
ス
ス
メ
」に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
調
理
が
苦
手
な
人
は「
表
示
を
み
て

塩
分
の
少
な
い
も
の
を
選
ぶ
」「
ラ
ー

メ
ン
の
汁
を
残
す
、漬
物
を
食
べ
る
回

数
を
減
ら
す
」と
い
う
方
法
も
あ
り
ま

す
。ま
ず
は
自
分
に
出
来
そ
う
な
と
こ

ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
☎
㉓
８
２
７
１

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。

「
子
育
て
に
不
安
、
辛
い
…
」
と
思
っ
た
ら
…

　
子
育
て
は
、不
安
や
悩
み
が
つ
き
も

の
で
す
。イ
ラ
イ
ラ
し
て
怒
鳴
っ
て
し

ま
っ
た
り
、手
を
あ
げ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。弱
音
や
悩

み
を
打
ち
明
け
る
こ
と
は
、甘
え
で
も

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
い
い
の
で
、ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
の
子
は
「
も
し
か
し
て
…
」
と
思
っ
た
ら
…

　

理
由
の
な
い
傷
や
あ
ざ
を
発
見
し

た
場
合
や
、ど
な
り
声
、激
し
い
泣
き

声
が
聞
こ
え
る
、夜
遅
く
に
子
ど
も
が

一
人
で
外
に
出
て
い
る
な
ど
…　

虐

待
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に
市
や
児

童
相
談
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。そ
の

時
点
で
虐
待
と
認
定
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

（
学
校
や
保
育
園
等
は
、不
自
然
な
あ

ざ
等
子
ど
も
に
心
配
な
様
子
が
み
ら

れ
る
場
合
は
、虐
待
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
児
童
相
談
所
や
市
に
通
告
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

子
育
て
に
悩
み
、
困
っ
た
と
き

は
一
人
で
苦
し
ま
な
い
で
、
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

身体的虐待
・殴る、叩く、蹴る、激しく揺さぶる
・戸外に締め出す　など

ネグレクト ( 育児放棄 )
・食事を与えない
・ひどく不潔なままにする
・通学させない
・病気やけがをしても病院に連れて行か
  ない　など

心理的虐待
・大声や言葉による脅かし、脅迫
・きょうだい間で差別する
・子どもの前で行われる家庭内暴力 
  ( 面前DV)
・無視する　など

性的虐待
・子どもへの性的行為、
　性的行為を見せる　など

＊相談窓口＊

福祉保健課子育て支援係
　	 　　　☎㉓ 8202
紀州児童相談所
　	 　　　☎㉓ 3435

 

減
塩
Ｑ
＆

Ａ

こ
れ
っ
て
ど
う
な
の
？
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イ
セ
エ
ビ

海
中
さ
ん
ぽ

　

イ
セ
エ
ビ
は
千
葉
県
以
南
の
太
平
洋
沿

岸
に
多
く
分
布
し
、当
地
で
は
主
に
刺
し
網

で
漁
獲
さ
れ
ま
す
。初
夏
と
夏
の
２
回
産
卵

を
行
い
、親
エ
ビ
が
腹
に
抱
え
た
卵
か
ら
、

１
㎜
程
度
の
幼
生
が
孵ふ

か化
し
ま
す
。幼
生
は

黒
潮
に
乗
り
、黒
潮
沖
の
広
範
囲
に
流
さ
れ

ま
す
。詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、そ
の
後
、海
流
な
ど
に
よ
っ
て
、も
う
一

度
黒
潮
に
入
り
、孵
化
の
翌
年
、沿
岸
に
近

づ
き
ま
す
。こ
の
間
、透
明
で
平
ら
な
ク
モ

の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。沿
岸
に
近
づ

く
の
は
夏
が
ピ
ー
ク
で
、脱
皮
し
て
親
エ
ビ

に
近
い
形
に
変
わ
り
、自
力
で
泳
い
で
沿
岸

に
辿
り
着
き
ま
す
。そ
し
て
海
藻
に
し
が
み

つ
き
、親
エ
ビ
と
同
じ
姿
に
変
わ
り
、藻
場

で
生
活
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。こ
の
頃
の

体
長
は
約
２
㎝
で
、そ
の
後
、藻
場
に
生
息

す
る
エ
ビ・
カ
ニ
や
貝
類
を
エ
サ
に
し
て

成
長
し
、翌
年
の
２
歳
に
は
、お
お
よ
そ
体

長
12
㎝
、体
重
70
ｇ
、３
歳
で
体
長
15
㎝
、

１
５
０
ｇ
、４
歳
で
20
㎝
、３
０
０
ｇ
に
な

り
ま
す
。

　
夜
行
性
で
、月
が
明
る
い
と
活
動
が
鈍
く

な
り
ま
す
。飼
育
試
験
で
は
、概
ね
15
℃
以

上
で
水
温
が
高
い
ほ
ど
エ
サ
を
活
発
に
食

べ
、14
℃
を
下
回
る
と
エ
サ
を
あ
ま
り
食
べ

な
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
漁
獲
量
は
、比
較
的
安
定
し
て
い

て
、都
県
が
条
例
で
定
め
る
禁
漁
期
、サ
イ

ズ
規
制
な
ど
や
、漁
協
独
自
の
取
り
組
み

が
、効
果
を
発
揮
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
千
葉
県
や
三
重
県
の
漁
獲
量
が
多
く
、一

方
で
、近
年
九
州
な
ど
で
漁
獲
量
が
減
少
傾

向
に
あ
り
、水
温
上
昇
に
伴
う
藻
場
の
減
少

が
一
因
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。藻
場
が
あ

る
海
域
で
は
、冬
場
の
水
温
上
昇
は
、イ
セ

エ
ビ
の
生
き
残
り
や
成
長
な
ど
に
プ
ラ
ス

に
な
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
ほ
か
、活
動
す

る
期
間
が
長
く
な
り
、網
に
か
か
り
や
す
く

な
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。一
方
、幼
生

が
や
っ
て
く
る
夏
に
藻
場
が
少
な
い
と
、う

ま
く
定
着
で
き
な
い
た
め
、イ
セ
エ
ビ
に

と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。こ
の
た
め
、イ
セ
エ
ビ
の
漁
獲
量
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、水
温
や
藻
場
な

ど
の
環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
、藻
場
の
保

全
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

き

ょ

う

い

く

あ

れ

こ

れ

教
員
の
働
き
方
改
革
と
そ
の
背
景

　

平
成
28
年
に
実
施
さ
れ
た「
教
員
勤
務
実
態

調
査
」に
よ
れ
ば
、小
中
学
校
で
働
く
教
職
員
の

１
日
の
平
均
勤
務
時
間
は
11
時
間
を
超
え
、長

時
間
労
働
が
慢
性
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。こ
れ
に
加
え
、学
校
行
事
や
部
活
動
指

導
で
の
休
日
出
勤
も
あ
り
、中
学
校
で
は
、教
員

の
６
割
は
過
労
死
ラ
イ
ン（
月
80
時
間
以
上
）を

超
え
て
働
い
て
い
る
と
い
う
実
態
も
見
え
て
き

ま
し
た
。

　

法
律
で
は「
教
育
職
員
に
つ
い
て
は
、時
間
外

勤
務
手
当
及
び
休
日
勤
務
手
当
は
支
給
し
な
い
」

と
さ
れ
て
い
る
た
め
、タ
イ
ム
カ
ー
ド
等
に
よ
る

客
観
的
な
勤
務
時
間
の
管
理
も
さ
れ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。そ
の
た
め
実
際
の
時
間
外
労
働
も
自

発
的
労
働（
い
わ
ゆ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）と
し
て

扱
わ
れ
、そ
れ
が
、公
立
学
校
の
教
員
の
長
時
間

労
働
に
拍
車
を
か
け
て
き
ま
し
た
。

　
長
時
間
労
働
化
、多
忙
化
は
教
師
の
心
身
の
健

康
を
蝕
み
、子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
も
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
実
態
を
受
け
て
国
も
学
校
に
お

け
る
働
き
方
改
革
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、法
律
改
正
を
行
い
、公
立
学

校
教
員
の
残
業
時
間
の
上
限
を「
原
則
月
45
時

間
、年
間
３
６
０
時
間
」と
明
記
し
ま
し
た
。

学
校
現
場
で
は

　
市
の
学
校
で
も
、学
校
規
模
や
職
種
等
に
よ
っ

て
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、「
教
員
勤
務
実
態
調
査
」

結
果
に
近
い
勤
務
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　
法
律
を
受
け
て
、学
校
現
場
で
も
勤
務
時
間
を

縮
減
す
る
た
め
に
、次
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。

・定
時
退
校
日
の
設
定

・学
校
行
事
の
見
直
し・精
選

・ノ
ー
部
活
デ
ー
の
設
定

・会
議
の
ス
マ
ー
ト
化

・パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
出
退
勤
管
理
等

　
し
か
し
な
が
ら
、教
員
が
行
う
べ
き
仕
事
量
が

減
ら
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、学
校
で
で
き

る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
の
が
現
状
で
す
。ま
た
、

子
ど
も
の
健
全
育
成
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る

以
上
、簡
単
に
勤
務
時
間
に
線
引
き
が
で
き
る
も

の
で
も
な
く
、ま
だ
ま
だ
長
時
間
労
働
の
解
消
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

　
保
護
者
、地
域
の
人
の
中
に
は「
最
近
、部
活
動

の
時
間
が
減
っ
た
」「
学
校
行
事
が
縮
小
さ
れ
た

（
廃
止
さ
れ
た
）」「
夜
、学
校
へ
電
話
し
て
も
だ
れ

も
出
な
い
」等
の
不
満
を
抱
か
れ
て
い
る
人
も
い

る
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
日
々
触
れ
合
う
先
生
が
心
身
と

も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
が
、子
ど
も
の
健
全
な
成

長
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
い
た
だ
く
と

と
も
に
、学
校
、教
員
へ
の
ご
支
援・
ご
協
力
を
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
総
務
課　
☎
㉓
８
２
９
２
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防
災
ひ
と
く
ち
メ
モ

が
ん
ば
ん
り
ょ
る

コ
ー
ナ
ー

 

尾お
わ
せ鷲

藪や
ぶ
こ
ぎ漕

隊た
い

　
今
回
は
、尾
鷲
の
山
々
を
守
り
、整
備
し

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
尾
鷲
藪

漕
隊
」を
感
謝
を
込
め
て
、紹
介
し
ま
す
！

　
世
界
遺
産
熊
野
古
道
や
尾
鷲
ト
レ
イ
ル

な
ど
は
、放
っ
て
お
け
ば
藪
に
埋
も
れ
、大

雨
で
崩
れ
た
り
と
山
歩
き
が
で
き
な
い
道

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
う
な
ら
な
い
よ

う
、日
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
整
備
を
し
て
く

れ
て
い
る
の
が「
尾
鷲
藪
漕
隊
」で
す
。メ
ン

バ
ー
は
、実
際
に
ガ
イ
ド
も
行
っ
て
い
る
山

の
専
門
家
た
ち
。山
歩
き
を
す
る
人
の
目
線

で
、安
全
に
歩
け
る
よ
う
に
整
備
が
で
き

ま
す
。こ
う
し
た
整
備
に
は
、転
落
防
止
の

た
め
の
柵
や
老
朽
化
し
た
橋
な
ど
の
材
料

が
必
要
で
、時
に
は
協
力
者
か
ら
の
支
援

を
得
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
尾
鷲
籔
漕
隊
が
整
備
し
た
道
、尾
鷲
の

山
々
、大
自
然
を
感
じ
な
が
ら
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

お
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課　
☎
㉓
８
２
２
３ 

　
こ
れ
か
ら
、寒
く
乾
燥
す
る
季
節
に
な
り
、暖

房
器
具
や
火
を
使
う
機
会
も
増
え
て
き
ま
す
。火

災
が
発
生
す
れ
ば
、自
分
だ
け
で
な
く
周
り
の
人

た
ち
に
も
大
き
な
被
害
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、ま
ず
は
自

分
の
行
動
か
ら
！
家
の
中
や
周
り
に
は
火
災
の

発
生
さ
せ
る
危
険
性
が
た
く
さ
ん
潜
ん
で
い
ま

す
の
で
、今
一
度
、確
認
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
は
ど
れ
く
ら
い
発
生
し
て
い
る
か

　
昨
年
、全
国
の
火
災
件
数
は
約
３
７
、５
０
０

件
発
生
し
て
お
り
、１
日
あ
た
り
約
１
０
３
件
、

約
14
分
に
１
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
る
計
算

と
な
り
ま
す
。そ
の
う
ち
建
物
の
火
災
は
半
数
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
火
災
発
生
の
原
因
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。１
位　
た
ば
こ
、２
位　
た
き
火
、３
位　

こ
ん
ろ
、４
位　
放
火
、５
位　
放
火
疑
い
。

　
放
火
や
放
火
疑
い
は
合
わ
せ
る
と
一
番
多
い

で
す
が
、傾
向
と
し
て
都
市
部
に
多
く
、尾
鷲
市

や
紀
北
町
で
は
、ご
み
焼
き
や
草
焼
き
、た
き
火

な
ど
か
ら
の
火
災
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
に
よ
る
死
者
数

　
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
全
国
で
１
、４
２
７
人

と
な
っ
て
お
り
、そ
の
中
で
も
住
宅
火
災
で
の
死

者
数
は
９
５
８
人
で
し
た
。住
宅
火
災
の
う
ち
65

歳
以
上
の
高
齢
者
は
６
２
７
人
と
な
っ
て
お
り
、

住
宅
火
災
で
の
死
者
の
７
割
以
上
が
高
齢
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
死
亡
原
因
の
内
訳
は
逃
げ
遅
れ
が
４
２
５
人
、

着
衣
着
火
44
人
、出
火
後
再
進
入
13
人
、そ
の
他

３
７
６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は

・自
宅
で
た
ば
こ
を
吸
う
人
は
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に

せ
ず
、灰
皿
等
に
水
を
入
れ
、確
実
に
火
を
消
す
。

・ガ
ス
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
ま
わ
り
に
は
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。離
れ
る
と
き
は
必

ず
火
を
消
す
。ほ
こ
り
や
油
汚
れ
等
の
清
掃
を
こ

ま
め
に
行
う
。

・電
化
製
品
は
正
し
く
使
用
し
、コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ

こ
り
を
清
掃
し
、タ
コ
足
配
線
を
し
な
い
。

・住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。カ
ー
テ
ン
や

カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
は
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

・た
き
火
を
行
う
と
き
は
消
防
へ
連
絡
を
行
い
、消

火
器
具
を
準
備
す
る
。風
が
強
い
と
き(

強
風
注
意

報
発
令
時)

は
行
わ
な
い
。

最
後
に
…

　
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、早
期
の
初
期
消
火
、早

期
の
避
難
、早
期
の
通
報(

１
１
９)

が
大
切
で
す
。

　
初
期
消
火
に
は
消
火
器
、早
期
の
発
見
に
は
住
宅

用
火
災
警
報
器
が
大
変
有
効
と
な
っ
て
お
り
、奏
功

事
例
も
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、消

火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
10
年
ほ
ど
が
使
用

期
限・
交
換
の
目
安
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
な
っ
て

い
る
機
会
を
利
用
し
て
、設
置
し
て
い
る
人
は
確
認

を
し
て
い
た
だ
き
、必
要
で
あ
れ
ば
修
理
交
換
、設

置
し
て
い
な
い
人
は
早
期
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
は
全
国
の

中
で
も
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。設
置
し
て
い
な

い
家
庭
は
設
置
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

　
防
災
危
機
管
理　
☎
㉓
８
１
１
８

　
三
重
紀
北
消
防
組
合
予
防
課　
☎
㉒
２
０
５
１

火
災
に
注
意
！

11月９日㈪～ 15日㈰まで秋季全国火災予防運動を実施します。「その火事を　防ぐあなたに　金メダル」
　これから空気が乾燥し、火災の発生しやすい時季になってきます。火の元には十分注意して、火災を予防しましょう。
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がん検診

実施日 場所 受付時間 定員 申込日

11/17 ㈫ 三木浦魚市場   9:00 ～ 9:30 胃がん40人、肺がん150人
※特定健診同時実施

受付中
11/25 ㈬

早田コミュニティーセンター   8:30 ～ 8:50
２会場で
胃がん40人、肺がん150人

福祉保健センター 10:00 ～ 10:30

申込先　福祉保健課　☎�３８７１

胃がん・肺がん検診 ●自己負担金　胃がん1,000円、肺がん500円、喀
かくたん
痰500円

※乳がん、子宮頸部・体部がん検診は、下記の医療機関で随時、受診することができます。
	 乳がん検診	 西井外科胃腸科　☎㉒3773(エコー・マンモどちらかの選択が可能です。)
	 子宮がん検診	 尾鷲総合病院　   ☎㉒3111　海山レディースｸﾘﾆｯｸ　☎㉝0888）
【連絡事項】
胃がん	：胃・腸の手術をされた人は医療機関で受診してください。検査前日夜９時以降の飲食、喫煙は避けてください。
肺がん	：65歳以上の人は結核検診(胸部レントゲン)も同時に実施します。
乳がん	：マンモグラフィー（乳房専用X腺撮影）を受ける人は検査当日の制汗パウダーなどの使用は避けてください。

実施日 場所 受付時間 定員 申込日乳がん 子宮頸がん

11/16㈪

九鬼コミュニティー
センター 13：00～ 13：20 13：00～ 13：20 2会場で

乳がん（マンモグラフィー）45人
子宮頸がん 60人

受付中

古江コミュニティー
センター 14：40～ 15：00 14：40～ 15：00

11/27㈮ 福祉保健センター

９:30 ～ 10:30 なし 乳がん（マンモグラフィー）45人

13：30～ 14：30 13：30～ 14：30 乳がん（マンモグラフィー）45人
子宮頸がん 60人

申込先　福祉保健課　☎�３８７１

乳がん・子宮頸がん検診 ●自己負担金　乳がん1,000円、子宮頸がん1,000円

　今年度より随時、全会場のがん検診の申し込みが可能となりました。各会場定員になり
次第締め切りになります。
　11月以降のがん検診日程は広報おわせ６月号または市ホームページをご覧ください。
　申し込み・受付：福祉保健課(福祉保健センター２階)☎�３８７１
※福祉保健課が全会場の受付窓口です。
※生活保護世帯は無料ですが、本人の申告が必要となります。

【対象者】①尾鷲市に住所を有し、今年度において満40歳になる人（昭和５５年４月１日～昭和５６年３月３１日生）
	  ②尾鷲市に住所を有し、今年度において満41歳以上になる人であって過去に市が実施した肝炎ウイルス検診
	 　 を受けたことがなく、検診を希望する人
 	   ※職場での健診などで、肝炎ウイルス検診を受診された人や肝炎治療中の人は受診の必要性はありません。
【申込方法】対象者①の人→市内医療機関に直接申し込んでください。（案内に同封の医療機関参照）
　　	 	   ②の人→福祉保健課☎㉓3871まで連絡をください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ　福祉保健課☎㉓3871

肝炎ウイルス検診 検査内容：問診・血液検査 (B型・Ｃ型ウイルス検査 ) 3 月 31日㈬まで！ 無料
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てくてくウォーク
60万歩の旅で健康ウォーキング

ウォーキングをより楽しみながら続けられる「てく
てくウォーク 60 万歩の旅」マップを無料配布して
います。【配布先・福祉保健センター２階】

お問い合わせ　福祉保健課　☎�３８７１

完歩達成者（※順不同 敬称略）

北海道～稚内～北見編№12　今村澄子
東北～盛岡～秋田編№15　田中美幸
奥の細道Ｏｐ５　岩本 肇
尾瀬Ｏｐ７　川口千佳子

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　妊娠、出産、子育てなどお子
さんの発育・発達のことで
困っていませんか。保健師、
管理栄養士による子育て相
談を行っています。

すくすく子育て相談

相談・お問い合わせ
　福祉保健課　☎�３８７１

　生活習慣病予
防などの健康のこ
と、健康診査の見
方や結果のことで悩んでいませ
んか？保健師、管理栄養士による
健康相談を行っています。

体の健康相談
　こころの悩みや不調を抱え
ていませんか。
　保健師による、こころの健康
相談を行っています。

こころの健康相談

各種教室、イベント、健診（がん検診）等に関する情報は、
市公式 Twitter（＠OwaseC）にて情報発信をしており
ます。
#尾鷲市健康　#おわせ市子育て　で検索ください♬

当番薬局
休日診療は尾鷲総合病院をご利用ください。
休日の急病はこちら

月日 薬局名　 営業時間
11/ １ くろだ薬局 午前９時～午後５時
11/ ３ くろだ薬局 午前９時～午後５時
11/ ８ くろだ薬局 午前９時～午後５時
11/15 くろだ薬局 午前９時～午後５時
11/22 くろだ薬局 午前９時～午後５時
11/23 くろだ薬局 午前９時～午後５時
11/29 くろだ薬局 午前９時～午後５時

「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。

 この数字は、性暴力等を受けてどこにも相談をしなかった女性の割合です。相談しなかった理由では「恥ずかしくて誰に
も言えなかったから」が最も多いものになります。上記の相談窓口では被害に遭われた人の心身が少しでも早く回復でき
るよう総合的なケアを行っています。ひとりで悩まず、相談してください。
※男女間における暴力に関する調査（内閣府男女共同参画局　平成30年3月）

男女共同参画ひとくちコラム 　58.9％※

11月12日㈭～ 25日㈬は、

　暴力は、その対象の性別や加害者・被害者の間柄を
問わず、決して許されるものではありませんが、特
に、女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害す
るものであり、あってはならないという認識を社会
全体に広げていくことが需要です。
　令和2年度の運動は「性暴力を、なくそう」がテーマ
です。もし被害を受けてしまってもどうぞ抱え込ま
ずに、相談窓口に相談してください。

【相談窓口】
○全国共通番号「＃８８９１（はやくワンストップ）」
　最寄りの性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップセンターに
繋がる全国共通番号です。
○全国共通番号「＃８１０３（ハートさん）」
　各都道府県警察の性犯罪被害相談電話窓口につながる全国共通番
号です。
○みえ性暴力被害者支援センターよりこ（三重県のワンストップ支　
　援センター）
☎０５９・２５３・４１１５㈪～㈮午前 10時～午後 4時
○三重県警性犯罪被害相談電話　　☎０１２０・１１０・９１９緊急の場合は110番を！

お問い合わせ
政策調整課　☎㉓ 8134
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無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

財
産
、契
約
問
題
、債
務
問
題
、離
婚
、

相
続
等

18
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
６
時

森 

将　
弁
護
士

人
権
相
談

差
別
、い
じ
め
、嫌
が
ら
せ
等
人
権
に

関
す
る
問
題

20
日
㈮ 

午
前
10
時
～
正
午

川
上
愛
雄　
人
権
擁
護
委
員

榎
本
隆
吉　
人
権
擁
護
委
員

司
法
書
士
相
談

相
続
、商
業
登
記
、遺
言
等

17
日
㈫ 

午
前
10
時
～
正
午

中
瀬
幸
志　

 

司
法
書
士

行
政
相
談

行
政
に
関
す
る
苦
情
、要
望
等

25
日
㈬ 

午
前
10
時
～
正
午

林 

正
弘　
行
政
相
談
委
員

申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
☎
�
８
２
５
０

相
談

児
童
相
談

子
育
て
、心
配
ご
と
等

10
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
５
時

お
知
ら
せ

女
性
相
談

就
職
、生
活
、教
育
、医
療
等

10
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
☎
�
８
２
０
２

三
重
大
学
連
携
室
相
談

　

専
門
知
識
で
、企
業
等
が
抱
え
る

経
営
問
題
の
解
決
の
糸
口
を
提
供
し

ま
す
。

18
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午
、

	

　
　
午
後
１
時
～
４
時

※
前
日
午
後
１
時
ま
で
に
予
約
し
て

　
く
だ
さ
い
。

※
相
談
日
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
調
整
課

　
　
　
　
　
　
☎
�
８
１
３
４

有
料
広
告
欄

市
の
土
地
を
売
却
し
ま
す

　
市
が
所
有
す
る
土
地
の
売
却
に
つ
い
て
、現
在

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
財
政
課
管
財・
検
査
係
事
務

室
に
て
入
札
公
告
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
購
入
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、入
札
参
加
申
請
書

等
を
財
政
課
管
財・
検
査
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。詳
細
に
つ
い
て
は
、入
札
公
告
を
確
認
い
た

だ
く
か
、左
の
連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

売
却
す
る
物
件
一
覧

　
物
件
Ａ　
野
地
町
５
４
８
番
１

　
物
件
Ｂ　
矢
浜
一
丁
目
３
１
３
番
14

　
物
件
Ｃ　
新
田
町
１
４
６
６
番
10

　
物
件
Ｄ　
新
田
町
１
４
６
６
番
14

　
物
件
Ｅ　
新
田
町
１
４
６
６
番
21

　
物
件
Ｆ　
新
田
町
１
４
６
６
番
８

　
物
件
Ｇ　
新
田
町
１
４
６
６
番
７

お
問
い
合
わ
せ　

　
財
政
課　
☎
㉓
８
１
４
２

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
変
更
の
縦
覧
に
つ
い
て

　
次
の
都
市
計
画
を
変
更
し
た
の
で
縦
覧
に
供
し

ま
す
。

【
都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称
】尾
鷲
都
市
計
画
都

市
計
画
区
域
の
整
備
、開
発
及
び
保
全
の
方
針

【
縦
覧
場
所
】建
設
課

お
問
い
合
わ
せ　
　
建
設
課　
☎
㉓
８
２
４
４

固定資産税、国民健康保険税、後期高齢者保険料の納期限は11月30日㈪です。　税務課　☎�８１７３

紀
勢
道
・
熊
野
尾
鷲
道
路
昼
間
通
行
止

　
道
路
の
点
検
・
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

▼
紀
勢
道(
紀
伊
長
島
IC
～
尾
鷲
北
IC)

【
規
制
内
容
】
昼
間
全
面
通
行
止
め

(

毎
朝
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
～
午
後
４
時
30
分)

【
工
事
期
間
】
11
月
９
日
㈪
～
12
日
㈭

　
　
　
　
　
　
※
予
備
日
11
月
13
日
㈮

▼
熊
野
尾
鷲
道
路

　
　
　

(

尾
鷲
南
IC
～
熊
野
大
泊
IC)

【
規
制
内
容
】
昼
間
全
面
通
行
止
め

(

毎
朝
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
～
午
後
４
時
30
分)

【
工
事
期
間
】
11
月
16
日
㈪
～
19
日
㈭

　
　
　
　
　
　
※
予
備
日
11
月
20
日
㈮

お
問
い
合
わ
せ

　
紀
勢
国
道
道
路
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
９
８・５
２・５
３
６
８

※
規
制
情
報
は
下
記

の
サ
イ
ト
で
確
認

で
き
ま
す
。
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尾鷲市立  天文科学館

市 民 優 待 券
有効期限　令和２年11月30日
注意

閉館30分前までに入館してください。
本券持参の市民は入館無料
１家族１回限り有効
曇りや雨天は夜間観望中止

お問い合わせ　☎�８２９３
尾鷲市教育委員会

切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い

切り取ってください

マイナンバーカードを作りましょう！　個人番号の管理や身分証明に便利です。　市民サービス課　☎� 8161
令和２年９月末、市のカード交付枚数は 2,817 枚（前月 2,692 枚）、交付率は 16.02％（前月 15.31％）です。

三
木
浦　
11
月
４
日
㈬
～
６
日
㈮

三
木
里　
11
月
９
日
㈪
～
12
日
㈭

梶　
賀　
11
月
13
日
㈮

古　
江　
11
月
16
日
㈪
～
19
日
㈭

曽　
根　
11
月
20
日
㈮

賀　
田　
11
月
24
日
㈫
～
27
日
㈮

お
問
い
合
わ
せ

　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
�
０
６
０
５

し尿くみ取り日程

地
方
税
の
納
付
に
つ
い
て

　
地
方
税
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
健
康
な

暮
ら
し
を
す
る
た
め
に
、重
要
な
役
割
を
も
っ

て
い
ま
す
。

　
福
祉
や
保
険
と
い
っ
た
社
会
保
障
、
ご
み

処
理
、
教
育
、
道
路
整
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
進
め
る
上
で
と
て
も
大
切
な
財
源

で
す
。

　
こ
の
財
源
を
守
る
為
、
尾
鷲
市
を
含
む
市

町
及
び
県
で
連
携
を
し
、
地
方
税
の
徴
収
を

お
こ
な
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
方
税
を
滞
納
す
る
こ
と
は
、
納
期
限
内

に
納
税
し
て
い
る
多
く
の
納
税
者
の
皆
さ
ま

と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
と
な
る
と
と
も
に
、

県
・
市
・
町
の
財
政
を
圧
迫
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
納
期
限
内
に
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
せ
ず
に
い
る
と
、

税
法
に
よ
る
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
災
害
や
病
気
な
ど
特
別
な
理
由
に
よ
っ
て

税
金
の
納
期
内
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
場
合

は
、
随
時
「
納
付
相
談
」
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

介
護
有
資
格
者
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

　
　
　
　
（
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
）参
加
者
募
集
！

　

介
護
の
資
格
は
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

「
経
験
が
な
い
」、「
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
」な

ど
と
介
護
の
職
に
就
く
こ
と
に
不
安
が
あ

る
人
や
、復
帰
し
た
け
れ
ど
、も
う
一
度

『
介
護
の
基
本
』を
学
び
直
し
た
い
と
お
考

え
の
人
に
、不
安
や
悩
み
を
解
消
し
、福

祉・
介
護
の
現
場
で
活
躍
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、介
護
の
知
識
や
技
術
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
が
で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
を
実
施
し

ま
す
。

【
受
講
方
法
】本
会
よ
り
配
布
す
る
テ
キ
ス

ト
等
及
び
、講
義
動
画
を
視
聴
し
、各
科
目

修
了
後
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

【
対
象
】介
護
等
の
資
格
を
お
持
ち
で
、現

在
福
祉・
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
な
い
人　

も
し
く
は
、介
護
職
と
し
て
就
職
ま
た
は

復
帰
後
、概
ね
１
年
未
満
の
人

【
内
容
】講
習　

６
科
目
10
時
間　
（
受
講

期
間
２
週
間
）介
護
保
険
制
度
の
動
向
、認

知
症
ケ
ア
、老
化
の
理
解
と
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
な
ど

【
受
講
期
間
】令
和
３
年
２
月
26
日
㈮
ま
で

の
間
の
２
週
間　

　
※
受
付
締
め
切
り
は
２
月
５
日
㈮ 

【
定
員
】１
５
０
人　
※
先
着
順

広告を掲載しませんか
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
１月号の締め切りは、11 月 11日㈬です。

大きさ １枠 縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、お問
い合わせくだ
さい。
政策調整課
☎�８１３２

掲載料
１枠につき月額
市内業者１０，０００円
市外業者１５，０００円

　
納
付
に
困
っ
た
と
き
は
、
未
納
税
等
を

放
置
す
る
こ
と
な
く
、
税
務
課
収
納
係
及

び
県
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
紀
州
県
税
事

務
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

　
税
務
課　
☎
㉓
８
１
７
３

　
紀
州
県
税
事
務
所　
☎
㉓
３
４
１
７

【
参
加
費
】無
料

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

　
社
会
福
祉
法
人 

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会　

　
☎
０
５
９・２
２
７・５
１
６
０

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

　
　
　
　
　
　
　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、職
場
等
に
お
け

る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー

行
為
と
い
っ
た
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
る
専
用
電
話
の
相

談
窓
口
で
す
。相
談
は
、法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権

擁
護
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

【
期
間
】11
月
12
日
㈭
～
18
日
㈬

【
時
間
】午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
ま
で

　
　
※
㈯
㈰
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

【
相
談
電
話
】☎
０
５
７
０・０
７
０・８
１
０

お
問
い
合
わ
せ

　
津
地
方
法
務
局 

☎
０
５
９・２
２
８・４
１
９
３
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２
０

２
０（

令
和

２
年

）
11

月
号

発
行

日
　

令
和

２
年

1
1

月
１

日
編

集
者

　
尾

鷲
市

政
策

調
整

課
秘

書
広

報
係
〒
519-3696 三

重
県
尾
鷲
市
中
央
町
10
番
43
号

☎
0597-23-8132　

FAX0597-22-2111
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.city.ow

ase.lg.jp/
N

o.801
広
報

▲

人の動き（９月末現在 ）
　人　口  17,253 人（前月比　-33）

  　（男 8,012 人　　女 9,241 人）
　世帯数　 9,255 世帯（前月比  -    6 ）
　転　入    26人　    転　出     35人
　出　生      2人　    死　亡    26人
その他      0人　   （住民基本台帳）

「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

お
わ

せ

天
文
科
学
館　
☎
�
０
５
２
５

お
す
す
め
図
書

　
新
卒
で
タ
ク
シ
ー
会
社

に
就
職
し
た
夏
子
は
、本

人
の
希
望
で
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
働
き
始
め
る
。お

客
様
は
優
し
い
方
も
い
れ

ば
無
賃
乗
車
を
す
る
方
も

い
て
、時
に
は
ヒ
ヤ
リ
と

す
る
事
も
。女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
は
３
％
程
し
か
い
な

い
タ
ク
シ
ー
業
界
で
、仕

事
に
恋
に
色
々
な
思
い
を

抱
え
つ
つ
誠
実
に
働
く
女

性
の
姿
を
描
い
た
お
仕
事

小
説
で
す
。

《
一
般
図
書
》

タ
ク
ジ
ョ
！　
　
　
　
　
小お

の

で

ら

野
寺
史ふ

み
の
り宜
／
著　
実じ

つ
ぎ
ょ
う
の
に
ほ
ん
し
ゃ

業
之
日
本
社　

《
児
童
図
書
》

お
か
ね
を
つ
か
う
！　
生い

き
る
の
に
か
か
せ
な
い
お
金か

ね

の
は
な
し　
　

　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
ダ
ー
ズ　
マ
ク
レ
オ
ド
／
作　
岩い

わ
さ
き崎

書し
ょ
て
ん店

 

こ
の
本
に
登
場
す
る
う

さ
ぎ
の
国
で
は
、に
ん
じ

ん
が
お
か
ね
で
す
。お
こ

づ
か
い
で
た
め
た
に
ん

じ
ん
を
、つ
か
い
た
く
て

た
ま
ら
な
い
サ
ニ
ー
。い

ろ
い
ろ
ほ
し
が
り
ま
す

が
、に
ん
じ
ん
が
足
り
ま

せ
ん
。ほ
し
い
も
の
を
買

う
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
。お
金
の
大

切
さ
に
つ
い
て
、子
ど
も

と
一
緒
に
考
え
る
こ
と

の
で
き
る
絵
本
で
す
。

「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０

ゼロ
！

そ
の
他

こ
れ
が
き
っ
か
け
！
ノ
ー
ベ
ル
賞し

ょ
うず
か
ん　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高

た
か
や
な
ぎ柳 

雄ゆ
う
い
ち一
／
監
修　
　
　
　
ほ
る
ぷ
出

し
ゅ
っ
ぱ
ん版

そ
の
他

ひ
と
さ
じ
で
免め
ん
え
き
り
ょ
く

疫
力
が
上あ

が
る　
発は

っ
こ
う酵

し
ょ
う
が
健け

ん
こ
う康

レ
シ
ピ　

　
　
　
　
　
　
　
マ
ス
ジ
マ 

ト
モ
コ
／
著　
　
　
家い

え
の
光

ひ
か
り

協き
ょ
う
か
い会

　
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い

る
介
護
予
防
教
室【
チ
ェ
ア
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
】の
様
子
で
す
。椅

子
を
使
っ
た
頭
と
か
ら
だ
の
体

操
。難
し
そ
う
な
手
足
を
使
っ

た
リ
ズ
ム
運
動
も
あ
り
ま
し
た

が
、皆
さ
ん
熱
心
に
、そ
し
て
楽

し
そ
う
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

＃
お
わ
フ
ォ
ト

夜
間
観
望
会

６
日
㈮・
７
日
㈯　
火
星・
海
王
星・
天
王

星・
す
ば
る（
Ｍ
45
）・
は
く
ち
ょ
う
座
デ

ネ
ブ

13
日
㈮・
14
日
㈯　
海
王
星・
天
王
星・
ア

ン
ド
ロ
メ
ダ
大
銀
河（
Ｍ
31
）・北
極
星（
二

重
星
）

20
日
㈮・
21
日
㈯　
上
弦
前
の
月・
火
星・

海
王
星・す
ば
る（
Ｍ
45
）

27
日
㈮・
28
日
㈯　
満
月
前
の
月・
火
星・

す
ば
る（
Ｍ
45
）

入
館
時
間 

午
後
７
時
～
９
時
30
分

・夜
間
曇
雨
天
の
場
合
は
閉
館

・昼
間
の
一
般
観
望（
太
陽
観
望
）

　
金・土・日
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

◆
本
紙
掲
載
市
民
優
待
券
を
利
用
で
、入

館
無
料
と
な
り
ま
す
。

☆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

と
し
て
当
面
の
あ
い
だ
、一
部
利
用
を
制

限
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

お
は
な
し
だ
っ
こ　
（
自
由
参
加
）

日
時　

 

11
月
５
日
㈭

１
歳
児
以
上  

午
前
10
時
～
10
時
30
分

０
歳
児  

午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

対
象   

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

内
容　

 

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、わ
ら
べ
う

た
、指
遊
び
な
ど

※
兄
弟
で
の
参
加
は
、「
１
歳
児
以
上
」　

　
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

お
は
な
し
の
時
間　
（
自
由
参
加
）

日
時　
11
月
７
日
㈯・21
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
午
前
11
時
～

対
象   

幼
児

テ
ー
マ	

①「 

秋
空
散
歩
」

	

②「
お
仕
事
」

内
容　
紙
芝
居・絵
本
の
読
み
聞
か
せ

お
は
な
し
の
広
場　
（
自
由
参
加
）

日
時　
11
月
14
日
㈯・28
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
午
前
11
時
～

対
象   

幼
児
か
ら
小
学
生

内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、紙
芝
居
ほ
か

今
月
の
休
館
日

   　
２・９・16・24・30
日


